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〈研 究 ノ ー ト〉

経 営 科 学 教 育
一 シ ラバ ス を 中心 に一

百 海 正 …

はじめに

日本 経営 数 学 会 にお いて は,,Ti成7年 よ り平成10年 まで の4回 の 秋 季 研 究

会 と,そ の 間 の2回 の春 の全 国研 究 発 表大 会 とをあ わせ て6回 の研 究 会 にお い

て,経 営 数学 の体 系 化 や 共通 教 材,教 育 方 法 に関 す る個 別 の研 究 発 表1が 続 け

られ て きた。特 に 平成10年 度 に 入 って か らは,連 の研 究 を学 会 プ ロ ジェ ク

トと して 系統 化 し,そ の成 果 を高 め,教 育1研 究実 戦 に フ ィー ドバ ックす る必

要性 が 認 識 され た。 そ して 平 成11年 度 の 科学 研 究 費 を申 請 し,「 経営 数学 の 体

系 化 と共通 教 材 開発 の 方法 につ い て の研 究」 に 対 して 文 部 省(現 文部科学省)

よ り補助 金 交付 が 認 め られ た。 研 究 は,① 研 究 方法 の 決 定,② シラバ ス情 報 収

集,③ 既 存 教材 ・教 育 調 査,④ 標 準 カ リキ ュ ラム ・シ ラバ ス体 系 試案 作 成,⑥

教 材 ・教 育 実態 調査,教 育 方法 改 善,⑦ 体 系 試案 に沿 った新 規 モ デ ル教 材 の 開

発R⑧ 教 材 公 開 と相 互利 用 の仕組 み の分 析,⑨ 標 準 カ リキ ュ ラ ム ・シラバ ス体

系 試案,教 材,教 育 方法,新 しい経 営 数学 の あ り方の 整合 性確 認 と研 究 成 果 の

まとめ,公 開 に分 類 され る。 これ ら研 究 の 一環 と して,今 回 シ ラバ スを通 して

見 た 大学 に お け る 『経 営 科 学(経 営数学,OR以 ド経 営科学)』 教 育 に 関 す る 調

査2を 行 い,そ の結 果 を学 会 にお い て 報 告 し,そ の 成 果 を取 りま とめ た もの で

あ る。

1経 営科学教育

商 業 数 学,経 営 数 学,経 営 科 学,OR(オ ペ レシ ョンズ ・リサ ーチ)と 呼 ば れ て
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い る学 問 は,経 営 の問 題 を科 学 的 方法 に よ って究 明 しよ うとす る分 野 で あ る。

従 って}そ の研 究課 題 は経 営 にお け る問 題 を どの よ うに して科 学 的 に解 決 す る

か,ま た 理論 化 あ るい はモ デ ル化 で きるか を取 り扱 う。 この ような学 問 は古 く

は 商業 数 学 とい う科 目名 で,旧 制 商 科大 学 や 旧制 高 商で 科 目 と して,す で に存

在 して い た。 しか し な が ら,こ れ らの 分 野 は 第2次 大 戦 中 に お い て,作 戦

(Operations)研 究(Research)の 方 法 と して 発 達 し,そ の 成 果 は 産 業 界 に お い

て経 営 科学(ManagementScience)の 分 野 に応 用 され,そ の理論 お よび応 用研

究 は拡 充 し,企 業経 営 に とって不 可 欠 な存 在 と して認 め られ る よ うに な った。

大 学 にお い て も,経 営 科 学(経 営数学)は 工 業 経 営 学 科 を カ リキ ュ ラム の な か

で 中心 科 目の 一つ と して位 置 づ け られ る よ うに な っ た。 そ の 後,ORの 手法 は

工 業 ばか りで な く他 の 産業(商 業,運 輸,諸 サービス業)に も適 用 され,そ れ ぞ

れ 大 き な成 果 をあ げ て きた。1950年 代 に 入 る と,経 営 工 学 科,管 理 工 学 科,

管 理 科 学 科 等 次 々 に各 大 学 に 設 置 され,現 在 で は約40の 学 科 を数 え る に い

た って い る。 そ の後1980年 代 後 半 よ り,情 報 化 と第2次 ベ ビー ブ ーマ ーの 波

に乗 り,経 営 情 報 学 部 ・学 科 が相 次 いで創 設 され,現 在 に至 って い る。

2講 座科 目 『経営科学』を持つ大学

講座 科 目 『経 営 科学 』 を持 つ 大 学 は大 別 して,1)商 学 部 ・経 営 学 部,2)工

学 部経 営 工 学科,さ らに3)経 営 情 報学 部 ・学科 の 中 の 一講 座 と して位 置づ け

られ て る。

1)戦 前 か ら存 在 して い た 旧商 科 大 学,旧 高 商 お よ びそ の カ リキ ュ ラム をモ

デ ル と した大 学 の学 部 ・学科(経 営学 部,商 学 部,経 済学 部,商 経 学 部〉 あ る

い は コー スの なか に経 営 科学 あ るい はそ れ に類 す る科 目が存 在す る。 しか しな

が ら,こ れ らの科 目は存 在 す る と して も,こ れ らの科 目は神 戸 商科 大 学 管理 科

学 科(1963年 設立)や 専修 大 学 経 営 学 部 情 報 管 理学 科(1972年 設 立),創 価 大 学

(1976年 設立)お よび東 京 理 科 大 学 経 営 学 部(1993年 設立)な ど極 く少 数 の 大 学

を除 き,カ リキ ュ ラムの なかで はか な りマ イナ ー な科 目で あ る(図 表1)。
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図表1経 営系大学

商 学 部 ……… 中央学 院大,専 修 大(商),中 央大,名 占屋学 院 大,横 浜 市立 大,

関西学 院大

経 営 学 部 ………創価 大,札 幌 大,東 京理科 大,亜 細 亜大,青 山学 院 大,,_ｺ/_命館 大,

駒沢 大s專 修 大,京 都 産 業大,追 手門学 院大f桃 山学院 大

南山大,朝 日大,文 京 女f大,横 浜国 立大

経 済 学 部… ……独 協大}学 習 院 大,L智 大,城 西大,和 光 大,凱 教 大,成 蹟大,

関東学院 大,成 城 大,香 川大,長 崎 大,滋 賀 大,大 分 大

商 経 学 部f葉 商科/L,拓 殖大,神 戸 商科 大

政 経 学 部…… …国L館 大 経営 科学 部… …… 大阪学 院 大

流通科 学 部…… … 大阪 学院 大 短 期 大 学… …… 東京経営 短 大

社 会 学 部…… …小樽 商科 大 注:ア ンダー ラ イ ンの34校 を調査

2)工 学 部 ・工業 経 営 学科(現 在では経営L学 科 と変更)は 東 京工 業 大 な ど一一部

の 国公 立 大 学 を除 き,圧 倒 的 に私立 大 学 に設 置 され て い る(図 表2)。

図表2経 営工学系大学

経営 工学科 北 海 道T二業大,{こ 川大,東 海 大,東 京理科 大,法 政 大,

武蔵f業 大,神 奈 川 大,福 井1二業大,大 阪1二大T近 畿 大,摂 南大,

大阪府 疏大丁 東和大,日 本文理 大

経営 システム1:学 科 東京1二業人,近 畿大,早 稲 田大,中 央大,秋 田県 立大

青山学 院 大

管理 【二学 科 ………慶 応義塾 大,関 西大,日 本大,長 崎総 合科学 大

経 営情 報科学 部… ……愛 知1;業 大

生産 システム1:学 科 … …… 名 占屋 に大

経 営情報1二学 科… ……足和lI二業 大,金 沢工 大

知的情 報 システ ム1:学 科 広 島 工業 大

生産情 報 システ ム 工学科 都 立科 学技 術 大

理1:学 部マ ネジ メン トシス テム学 科

計 数1二学科 … …… 東京 大

経営 理学科 … …… 甲南 大

管理情 報1二学科 …… …福 岡工業大

理1二学 部数理情 報学科 … ……龍谷 大

帝京科学大 注 ロ調査 校10校

工 業 経営 学 科 は第1次 大 戦 以 降,製 造業 に大 量 生産 方 式 が導 入 され,そ の 能

率 が 従 業 員の 活 用 な どの 分 野 の研 究 が 進 み,そ の 成果 が 実 際面 に応 用 され る よ

うに な り,能 率学 あ る い は生 産工 学 とよば れ る よ うな分 野 に成 長 し,新 た に学

科 と して加 わ る よ う に な った。 工 業 経 営 学 科 は 昭和10年(1935年)早 稲 田 大

学 に 最 初 に 設_x..'/一さ れ た が,多 くの 大 学 で は そ の 設 立 は 第2次 大 戦 後,特 に

1950年(昭 和30代)以 降 に設 置 され た もの が 多 い。 経 営 科 学 は こ れ らの 学 科
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の なか で 中心 的 な科 目の一一つ と して位 置づ け られ て い たが,や が て科 目の 設 立

は ス トッ プ した 。 そ の 理 由 は,昭 和40年 代 工 業 経 営 学 科 の 新 設 が 頭 打 ち に

なっ た こ と,ま た昭 和50年 代 情 報 シス テ ムが 情 報 シス テ ムの 開発 と維 持 に従

事す る 人達 の もの か ら,社 会 にお け る情 報 化 の 進 展,い い か え れ ば エ ン ド ・

ユ ー ザ ー ・コ ンピュー テ ィン グの 普及 に よ り,そ の利 用 が 一一般 化 した こ とに よ

りt従 来 の カ リキ ュ ラ ムは 旧式 な もの とな り,時 代 の 要求 に応 じるた め経 営 シ

ステ ム工学 科(東 京1二業大や早稲田大),管 理情 報..il;`fI科(福岡1二業大)や 知 的情

報 シ ス テ ム工 学 科(広 島1二大)等 に 名称 変 更 し,ま たそ の 教 育 内 容 も 「情 報技

術 」 を大 幅 に取 り入れ た カ リキ ュラ ム に変 わ って い る。

例 えば,早 稲 田 大学 で は情 報 社 会 の到 来,ボ ー ダー レス社 会へ の 対応,国 際

競 争 に適応 で きる効 率 と品 質 の実 現 を 目指 す企 業 目標 の達 成 や 問題解 決 に 貢献

で きる 人材 の 育 成 を 目指 す た め に,従 来 のIE(lndustrialEngineering)を 中心

と した カ リキ ュ ラ ムか ら ビジ ネ ス システ ム,生 産 ・流 通 ・情 報 シ ステ ム な どの

開発 と構築 に必 要 な基礎 技 術 と応 用 技 術 の教 育 と研 究 を 目的 と した カ リキ ュ ラ

ム に変 更 して い る。 そ して,そ の 領域 を教 育 す るた め の 科 日群 を,「 シ ステ ム

技 術 」,「情 報技 術 」,「人 間 要 素技 術 」,「数理 技 術 」 に 分類 し,経 営科 学 は 「数

理技 術 」 お よび 「経 営 システ ムll学 共通 基礎 科 目技 術」 の なか に位 置づ けて い

る。

一一'方
,昭 和21年(1946年)に 経 営r学 コー ス と して ス ター トした 東 京 一1二業

大学 も平成5年(1gg3年)に 経営 一il学科 を経 営 シ ステ ム11学 科 に組 織 改1Eし,

複雑 な経 営 問 題 に対 して,1)問 題 を構 造 化 ・モ デ ル化 を中心 とす る概 念 的 能

力,2)事 実 を注 意 深 く観 察 し,デ ー タ を 収 集 し,解 析 す る 数 理 的 分 析 能

力,3)セ ンス の 良 い 問題 の発 見 ・定 式 化 に基 づ く創 造 的 ・統 合 的 な問 題 解 決

能 力,4)問 題 を媒 介 ・伝 達 す る コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 を備 え た経 営 シ ス テ

ムr学 者 の 養 成 を 目指 した学 科 に一改組 して い る。

しか しなが ら,近 年 電 子 情 報 シ ステ ム 工学 科(弘 前 大),情 報 工 学 科 僻 馬

大),電 子 情 報 工 学 科(山 形大),情 報 シス テ ム1:学 科(埼k:大)}情 報 コ ミュ ニ

ケー シ ョン工 学科(東 京農i二大),シ ス テ ム工 学 科 俺 気通lli),生 産 シ ステ ム
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一1二学科
(東京昔1位科学技術大)な どの 学科 が 生 まれ,さ らに ソ フ トウエ ア情 報 学

部(岩 丁～県 、k大),シ ステ ム科 学 技 術 学 部(秋 田県 、!些大),コ ン ピュ ー タ理'1二学 部

(会津 大)な どの学 部が 相次 いで設 、1_され,経 営 工 学 科 その もの の存 在が 岐路 に

航た され て い る。 例 えば,芝 浦Il業 大学 で は経 営ll学 科 を解体 し,情 報系 は電

子 一i二学 科へ,制 御 系 は機 械 一ll学科 へ 吸収 され た り,愛 知L業 大学 経 営工 学 科 は

改組 転換 してf2000年4月 に文 理 融 合 の 新 学 部,経 営 情 報科学 部(経 営情報科

学 科,マ ー ケテ ィング情 報学科)を 誕 生 させ て い る。1二学 系 学 部 ・学 科 の 改 組 ・

転 換 と後述 す る経 営 情 報 学 部 ・学 科 の相 次 ぐ設 、γは既 存 の経 営(商 学)学 部 ・

学 科 に も影響 を'∫えて い る、、

3)汎 用 コ ンピュ ー タの 時 代 か ら,エ ン ド ・ユ ー ザ ー ・コ ン ピュ ー テ ィ ング

(EUO時 代 へ の 流 れ は 文 系 学 部,特 に経 営 学 部 に お け る 情 報 化 を も た ら し

た。 即 ち,昭 和47年 専修 大学経'営学 部情 報 管 理 学 科 を は じめ と して,昭 和53

年qg78年)産 能 大学 経営 情 報学 部,昭 和59年(lg84年)名 占屋 商科 大学 商学

部経 営 情 報 学 科,昭 和62年(lg88年)静 岡 県 疏大 学 経 営 情 報 学 部 な ど経 営 情

報学 部 ・学 科 が 私 、ア大学 を中心 に開 設 され た。 そ の結 果,経 営 科学 は これ らの

中 の ・科llと して,再 度 位 概づ け られ る よう にな っ た(図 表3L,

図表3経 営情報系大学

経営 情 報学 部 静 岡腓寿塑大,北 海道情 報 大,L部 大,城 西 国際大,東 京情 報 大,

多摩 大,新 潟経 営 大,金 沢学 院 大,山 梨学 院大,産 能 大,浜 松 大,

中部 大,豊 橋 創造 大,大 阪経 済 大,大 阪国際 大,摂 南 大,阪 南 大,

甲 ∫・園 大,帝 上家1!1大,1JW国 大,九 州↑育報 大,」 ヒノL州大

経営情 報学 科 広 島壁、い玩大,岐 阜経 済 大,愛 知学 泉大,南 大阪 大,福 山'F成 大,

東京国際 大,横 浜 商科 大,名 占屋 商科 大,駿 河台 大,甲 」孔園 大,

名桜 大,(県)北 九州 大,北 星学 園 大,岐 阜経 済 大

情 報 学 部 文教 大,帝 京'F成 大,明 星 大,流 通科学 大

経済情 報学 部 姫路 独 協 大,兵 庫 大 環 境情 報学 部 四lili∫大

情 報 科 学 部 愛 知県 疏大,広 島 市 、ン=大 渕際情 報学 部 萩 国際 大

社 会情 報学 部… ……,1学 理n学 部 国際情 報学科 静 岡産 業大

総 合情 報学 部 岡山∫里科 大 ソフ トウエ ア情 報学 部tirfr県 疏大

注:調 査校13校
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経 営情 報 学 部(学 科)の カ リキ ュ ラ ム に は経 営 数学,経 営 科 学 お よびORと

い う呼 び名 の科 目 と関 連科 目,す な わ ち前 提 履 修 科 目 と して の基 礎 数 学(経 営

科学基礎)な い し経 営 数 学{情 報数学),こ れ に応 用 科 目 と して シ ミュ レー

シ ョ ン分 析,シ ミュ レー シ ョ ン(含 ビジネスゲーム),ゲ ー ム理 論,経 営 計 量 分

析 な どの 科 目や 関 連 科 目 と して 経 営 統 計 学,情 報 処 理 科 目(基 礎 ・応用 共)な

どの群 が存 在 す る。

しか しなが ら,近 年 世 界 的 な規模 で 進展 しつ つ あ る高 度情 報化 社 会 は,1二 学

部 の高 度情 報化 社 会へ の流 れ だ けで な く,経 営 系 ・経 営情 報 系 大学 に もイ ンパ

ク トを 与えて い る。 例 え ば,南L山 大学 経 営 学 部情 報 管 理 学 科 は2000年4月 よ

り経 営 学 科 を分離 し,高 度 な情 報科 学 と数学 をベ ー スに ネ ッ トワー ク開発 や情

報 分析 の で きる技 術 者 を育成 す るため の学 部,数 理 情 報 学 部 徽 理科学科,情 報

通信学科)を 設 立 した。 同 じよ うに,専 修 大 学 経 営 学 部(経 営学科,情 報管理学

科)も2001年 度 よ り,情 報 管 理 学 科 を分 離 し,ネ ッ トワー ク情 報 学 部 と して

独 立 した。 いず れ も情 報技 術 に加 え,数 理 的 な基礎 理 論 を身 につ けた情 報技 術

者 を育 成 しよ うと してい る。 以 ヒ,高 度 情 報化 を は じめ とす る環境 の変 化 に対

し,大 学 は魅 力 あ る授 業 を提 供 しよ う と して い る。

3科 目 名

授 業 科 目を どの よ うな科 目名 で よん で い るか?図 表4に 見 られ る ように 「経

営 系 」 で は 「経 営 数 学」,「OR」,「 経 営 科 学 」 とい う名称 で呼 ん で い る の が 一

般 的 で あ る。 ま た,「 経 営1..学 系」 で は 「OR」,さ ら に,「 経 営 情 報 系」 で は

「経 営 科学 」 な い しは 「OR」 とい う科 目名 が… 般 的 で あ る。 また,こ れ らの 科

目を履 修 す る前 提 と して,学 習 院大 学経 済学 部 に見 られ る よ うに 「経 営基 礎 数

学 」 ない し 「基礎 数 学」 を履 修 す る こ とを前提 と してい る大 学 が あ るが,多 く

の 経 営 系 の大 学 で は授 業 の な か で基 礎 な 数 学 を教 えて い る 大 学 も見受 け られ

る。
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図表4科 目名

1経 営 系

経営 数学 ………

oR

経 営科学 … ……

大,滋 賀 大

マ ネジ メ ン ト ・サ イエ ンス…… …関 西学 院 大

経営i二学 …… …名1丑f屋学 院大

管理1二学 …… …独協 大,和 光大

商業数 学 中央学 院大,大 阪学 院大

中 央学 院 大,千 葉商大Y学 習 院 大,国 丑二館 大,成 城 大,和 光大,

専修 大(商),京 都産 業大,東 京経営 短 大

独 協 大,千 葉 商 大,和 光 大,愛 知学 院大,追 手 門 大,新 潟 情 報大,

神 戸 商大,、k命 館 大,朝 日大,小 樽 商大,香 川大

札幌 大,城 西 大,拓 髄 大,ヒ 智 大,帆 細 亜 大,関 東学 院 大,横 浜 国 疏

基礎数学 創価大

経営基礎数学………明治大

計 画科}一

委女理.r計一1由博去

小樽商大

長崎大

デ ー タ処理B… ……横 浜市 大

2経 営1:学 系

OR神 奈川 大,愛 知⊥ 大,大 阪1:大,東1:大 ,慶 応 大,中 央大,早 稲 田 大,

北 海道1二業 大,大 阪府ti/_大

計画数学 …… … 東京理科 大(野 田),東 海大 工

数理 計 画法… …… 大阪E大 経営情 報数学 ……… 金沢 工大

3経 営情 報系

経営 数学 ……… 専修 大(経),静 岡県 、装大,阪 南大,駿 河 台 大

経営 科学 ……… 産能 大,多 摩 大,城 西国際 大,岐 阜経 済大,阪 南大,九 州 情 報大,

広 島県 ウニ大,甲 」㌃園 大

OR新 潟 情報 大,ヒ 武大,東 京情 報 大,専 修 大(経) ,文 教 大,浜 松大,

由梨学院 大,福 山 平成 大 経 営基礎 数学 …… …産能 大

情 報数 静 專修 大(経)経 営管理 基礎 …… …名 占屋 商科 大

4教 育内容

1975年 日科 技 連 発 行 の 「OR辞 典 』 で はORの 項 目 を1)線 型 計 画 ,2)数

理 計 画 法 一一・般,3)動 的 計 画,4)待 ち 行 列,5)在 庫,6)探 索,7)取 替(設

備投 資},8)信 頼 性,9)日 程 計 画}10)シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,11)予 測,12)

決 定 理 論,13)ゲ ー ム,14)ト ラ フ ィ ッ ク 輸 送,15)評 価,16)シ ス テ

ム,17)そ の 他(マ ルコ フ過 程,グ ラフ理 論,ネ ッ トワー キ ング,マ ー ケ テ ィング,

情 報理 論,人 間一機械 系,発 見的 方法,創 造1二学,産 業連関分 析,多 変 量解析 法)と 分

類 して い る 。 本 調 査 で は,2000年1月 の 学 会 研 究 会 に 出 席 し た 人 達 の 意 見 を
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参 考 に して,授 業 内 容 を 以 ドの よ うに 川 か ら(6?に 大 別 した 。

(1/数 学1)基 礎 数 学(関 数 ・行列),2)基 礎 数 学(微 分 ・積分),

(2)経 営3)企 業 活 動(問 題 と解 決),

(3)経 営 統 計4)記 述 統 計 げ 一 タ分析),5)推 測 統1汁(サ ンプ リング),

6>時 系 列 分 析 儒 要f測 〉,7)応 用 統 計(多 々変 量解 析),

8)言 卜t=a:糸≒…を斉(k業 逼三1対)

〔4)経 営 科 学(OR)9)モ デ ル 化(解 決案 作 成),10)線 型 計 画 法.ll)Jl三 線

型 計 画 法f12)動 的 計 画 法,13)ネ ッ トワ ー ク 計 画(グ ラ フ

理 論 〉,14)イll騰{管;王 里,15)日 手呈llh由1(PERT/CPM),16)f芋

ち行 列,17)意 志 決 定 論(ベ イズ定理),18)交 渉 ・ゲ ー ム 理

論1,19)Simulation,20)SystemsDynamics,

21)計 画 ・管 理 ・評 佃1(AliP!DEA),22)応 川 分 野(都il∫ 交

通,環 境,ト ラフ ィック輸送 等)

㈲ 商 業 ・保 険 ・財 務 管 理 ・会 計 ・そ の 他 分 野23)金 利 計 算(現 佃i,年

1.}:_,利 の,24)保 険 数 理,25)投 資 計 画(設 備 投 資,取 替 え 理

論),26)財 務 管 理(資 本f算,Portfolio),27)管 理 会 計(Lash一

刊ow,CVP分 析),28)ビ ジ ネ ス ゲ ー ム,29)管 理1二 学(経 営11

学,品 質管 理)f30)マ ー ケ テ ィ ン グ

(6}情 報31)ソ フ ト利 用(Excel.LINDo),32)シ ス テ ム 分 析 と 設 計,33)

i'7fl吾(プ ログ ラ ミング)

こ の 分 類 を 基 準 と し て 授 業 内 容 を 項 目(1か ら33)別 か つ 学 部 ・学 科(経 営

系,経 営 情 報系,経 営1二学系)別 に 分 類 し,集 計 した もの が 図 表5で あ る。 要 約

す る と,あ る 程 度 の 数 学 的 知 識 が あ る こ と を前 提 と して,④ 企 業 活 動 を理 解 す

る,④ 企 業 の 問 題 を解 決 す る た め の プ ロ セ ス,す な わ ち モ デ ル化 を 理 解 す る 。

そ の う え で,① 線 型 計 画 法,② 待 ち 行 列,③ 在 庫 管 理,⑤ 日程 計 画,⑧ ゲ ー ム

理 論,⑥ 時 系 列 分 析 に よ る 需要 チ測 や ⑥Simulationな ど を 学 ぶC)ま た,(10)コ ン

ピ ュ ー タ ・ソ フ トを 使 っ て,こ れ ら演 習 問 題 を 解 く,と い う 内 容 が 一 般 的 で あ

ろ う。
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項 目

1)基 礎 数 学

2)基 礎 数 学

3)企 業活 動

4)記 述 統 計

5)推 測 統 計

6>時 系 列 分 析

7)応 用 統 計

8>匹 言卜量糸f(斉

9)モ デ ル化

]0>線 型 計 画 法

ll)4}三 線 廷臥汁1由貸去

12)動 的 計 画 法

13>ネ ッ トワー一ク計1朗

14)在 庫 管 理

15)日 不呈【1『1由f

l6)待 ち行 列

17)意,f.C:,ミ2夫ヒ定 論

18)交 渉 ・ゲ ー ム理 論

19)Simulation

2U)SystemsDynamics

2D計 画 ・管 理 ・評 価

22>応 用 分 野

23)金 不1∫r言卜算

24)保 険 数 理

25)7X資1詞 』1由i

26)財 務 管 理

27)管 理 会 計

28)ビ ジ ネ スゲ ー ム

29)管 ㍉珂!】:学

30)マ ー ケ テ ィ ン グ

31)ソ フ ト利 用

32)シ ス テ ム 分 析 と設 計

33)`fLiuts

図表5教 育 内容(資 料1・2・3) 注 数字は(件 数)

経営 順位 経営 順位 経営 順位 合計 全体

系 情報 1二学 順位

12 y 3 24

11 7 2 20

19 C7)、_r 9 8 ④ 36
㌧

(g}

16 9 2 27

10 7
}

{

.3
20

25 ③「' 13 (9)、一 6 1:す 44
/一 、

⑥

6 4 1 11

1 4 1 6

22 ⑥「-F 22 ② 4 48
'　 、

④

48 ① 30 (1)
、 13 ① 91 ①、旧r

9 7 7 ⑤一 23

11 7 4 22

15 5 5 ⑦
-
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'、

② 15
「一-、
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25 r 15
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⑮ Fl ・
,.. 46 ⑤
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しか しなが ら,図 表6よ り 「経 営 系」,「経 営 情報 系j,「 経 営 工学 系 」 大学 に

お け る授 業 内容 は 当然 異 な っ て い る。 例 え ば,「 経 営 系」 で は 「経 営 科 学」 お

よび そ れ に関す る科 目 を設 置 して い る大 学(資 料4)は 極 め て 限 られ て い る。

そ の うえ,「 経 営 科 学 」 の な か で 「基 礎 数 学(微 分積 分)」 や 「統 計 学(記 述統

計)」 に関 す る 内 容 を扱 って い る例 も見受 け られ る。 こ れ に 対 し,「 経 営 情 報

系」 で は 「基 礎 数 学」,「情 報 処 理(資 料5)」.「 統 計 学 」,「シ ス テ ム 論」,「シ

ミュ 『レー・シ ョ ン(資 料6)」,「 ビ ジ ネ ス ゲ ー ム(資 料7)」,「OR((経 営科学)」,

「マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ンス特 殊 講 義(資 料8)」 等 の科 目が 多 い。 「パ ソ コ ンの

利用 」 に 関 して は,一 一般 的 に 「経 営 情 報系 」 の方 が 「経営 系 」 大学 と比 べ て,

利 用 す る機 会 が 多 い。 また,「 経 営 工 学 系」 大 学 で は,「 経 営 系」,「経 営 情 報

系」 の 大学 に比 べ て 「ORの 応 用 分 野」,「情 報 処 理(Programming)」,「 応 用 数

学」,「応 用統 計 学」 科 目が 豊富 で あ る。

図表6主 な教育内容

経 営 系 経営情報系 経営Il学 系 全 体

1 線型計画法 1 線型計画法 1 線型計画法 1 線型計画法

2 在庫管理 2 モデル化 1 待 ち行列 2 待 ち行列

3 日程計画 3 待ち行列 3 Simulation 3 在庫管理

3 時系列分析 4 ゲーム理 論 4 企業活動 4 モ デル化

J 待ち行列 5 在庫管理 5 在庫管理 5 日程計画

6 モデル化 5 Simulation 5 非線型計画 6 Simulation

7 企業活動 5 日程計画 6 日程計画 6 時系列分析

7 ゲー ム理 論 8 ソフ ト利 用 6 時系列分析 8 ゲーム理論

7 Simulation 9 時系列分析 7 投資計画 9 企業活動

7 ソ フ ト利用 10 意志決定論 7 意思決定論 10 ソ フ ト利 用
7

5モ デ ル ・カ リキ ュ ラ ム

『経営科学』 に関連 した教育 内容が 充実 している と思 われ る大学 は東京理科

大経営学部,専 修大情報 管理学科(ネ ットワーク情報学部),産 能大経営情報 学

部,創 価大経営学部,文 教大情報学部,名 古屋 商科大商学部経営情報学科,神

戸商科大管理科学科 など経営 工学科で はな く,む しろ経営情報系の学部 ・学科
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で あ る。 例 えばi神 戸 商 科 大 の管 理 科 学 科(Department。fManagementSci .

ence)で は,そ の 専門科 目群 を1)経 営科 学(OR ,シ ステム科学),2)計 算 機 科

学(コ ンピュー タ利用技術),3)数 理 統 計 学(数 学 ・基礎科学 〉に 大 別 し,1年 次

に コ ンピュ ー タ概 論 プ ロ グ ラ ミング と数学 の演 習 ,2年 次 で 経 営 科 学,情 報

処理 論,数 理統 計学 の3つ の 専門科 目 とそ れ に付 随 す る演 習,3年 次 で 多様 な

選択 科 目を体系 的 に学 ぶ配 慮 が な され て い る(図 表7)。 特 徴 と して い え る こ と

は,第1に 社 会科学,τ1二学 とい っ た枠 組 み に と らわ れ な い学 際 的 でか つ情 報 科

社 会 を意識 した カ リキ ュ ラム に な って い る こ と,第2に マ ネ ジ メ ン トの過 程 で

出 て くる意思 決 定 の問 題 を分析 し,論 理 的 な形 で 表現 した り,コ ン ピュー タを

使 って解 決 す るため の 能 力修 得 を教 育 目標 にあ げて い る。

一方
T東 京1_;業 大経 営 シス テム工 学 科 で は,複 雑 な経 営 の 問題 に対 して挑 戦

し,何 らか の解 決 手段 を見出 し,そ れ をマ ネー ジす る 「理 魂 文 才」 の エ ン ジニ

ア(ProblemChaUenger)の 育 成 を 目指 して い る。 具 体 的 に は 次 の よ う な 能

力,1>問 題 の構 造 化 ・モ デ ル化 を中心 とす る概 念 的 能力,2)事 実 を注 意深 く

観 察 し,デ ー タを収 集 し,解 析 す る数 理 的分 析 能 力,3)セ ン スの 良 い 問題 の

発 見 ・定式 化 に 基づ く創 造 的 ・統 合 的 な 問 題解 決 能 力,43問 題 を媒 介 ・伝 達

す る コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を養 う。 この 目的 を達 成 す るた め,専 門科 目 を

「経 営 ・計 数 管 理 」 「数 理 」 「シ ス テ ム と情 報」 「生 産 ・人 間 ・環 境 」11二 学 基

礎 」 「ゼ ミナー ル」 の 区分 に分 けて い る。

図 表8の1)「 経 営 ・計 数 管 理 」 の 分 野 で は 「経 営 学 」 「経 済 学 」 「会 計学 」

「経 営 財務 」 な ど経 営 関 係 の基 礎 的 分 野 を学 ぶ,2)「 数理 」 の 分野 で は経 営 現

象 の モ デ ル化,定 式 化 の ため に,数 理 的 な手 法 を修得 す る,3)「 シス テム と情

報」 の 分野 で は 「シ ス テ ム」 とい う見 方 や 経 営 組 織 に お け る情 報技 術 の 利 用

法}4)「 生 産 ・人 間 ・環 境 」 の 分 野 で は,IE,品 質 管 理,材 料1:学 ,プ ロ セ

ス管 理 な ど経 営L学 独 自の 工学 的技 法 を,5)「 工 学 基 礎」 で は}般 的 工学 的

ア プ ローチ を学 ぶ。 また,6)「 ゼ ミナ ー ル」 で は小 人数 で外 国の 文 献 を輪 読 す

る 「経 営 システ ム1二学 セ ミナ ー ル」 と,新 た な ビ ジネ ス を創 出 し,事 業 計 画 と

予 算 を 立案 す る 「ビジ ネ ス創 造 セ ミナ ー ル」 があ る。
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図表7神 戸商科大学管理科学科履修科目

経営
科学

経営

情報

情報
処理

応用
数学

1年 生 2年 生 3イ1こ ノ1こ4再 三州三

管理科学概論

線 型代 数

解 析 統 計学

1糸面斉学:

コ ンピュー タ概 論

プ ロラ ミング演 習

統計 情報処理特論

～
、
ム

亭
・、
'

・確

数学演習

経営科学

&基 礎演習

情.報科学概論

情報処理論

&基 ・礎演習

数学特論

数理統 計学

&基 礎演習

確率

数理 計画法

&㌧劉1}j演習

経営情 報論

ソフ トウエ ア概 論

ハ ー ドウエ ア概論

&応 川演習

管理 科学 数学

グラフ理 論

応用統計演習

艮3
一
,

ム

書
電

^
(ー量斤E

1
1

ー
ー

1
・日

外書講読

数理計画法特論

経営 シ ステ ム論

情 報社 会論

デ ー タ構 造論

計算 システム論

情 報処理 システム論

人ll知 能 論

エ ン トロピー論

矢1'1詐浅1ニノ}ly

多変 量解析

需 要 ア測

応川統 計特 論

数理統 計学特 論

確率 モデ ル論

実験 計 画法

LogiStiCSystenll論 ド

特殊 講義

研究1寅習

図表8東 京工業大経営システム工学科履修科 目

1,

齢

V

7～

、
'

…

」'、
ノ
メ

・Eた
「

P

ム

ビ

～

t
'

"

-

巳

ー

2年 後期3年 前期

経済学概論 会計情報論

数 理.1二学H

OR

'情報systern

基 礎 実 験

Marketin#;

管 理

電 気学r【

モ デル化

とOR

基 礎1二 学H

Systell1}礎

生 産管 理

ProceSS

System[学

・般 機 械 ド学

3年 後期 4年 前 期4年 後 期

経 営 財 務 先端経営systemIl学

手気宇ホ∫条lil斉system.匹 倫

現 代 日 本 の 企 業 と社 会

自動 制 御

経 営 情 報

System基 礎

品 質 管 理

人 間1学

PrOceSS管 理

1=業 材 料

計測工学

基礎

企業と法的

環境

人間関係論



材 料 と性 質 一般 材 料 一般 電気工 学 ・般機械{_.作

力学

卒業

研究
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実 験 実 習

Business経 営:system経 営system

創 造seminari学1:'f'現)鷺

business創 造seminar実 習

の ペ ー ジ 研究論文 研究論文

この 両校 に 共通 して 言え る こ とは,人 材 育成 方針 が 明確 で あ り,そ の 目的 を

達 成す るた め に カ リキ ュラ ムが 系統 的 に組 まれ て い る こ とで あ る1、

この 両校 は 長 い歴 史が あ り,か つiit問 で 、ヤわれ て い る よ う な トップ ク ラスの

大学 であ る、,従って,こ の 両校 の カ リキ ュ ラ ムは あ ま り参 考に な らない と 言え

るか も しれ ないc,そ こ で,1994年 設 、kされ た 私1/_大 学 で あ る新 潟 国 際 情 報 大

の例 を見 てみ よ う。新 潟 国際 情 報 大学 は情 報 文化 学 科 と情 報 シス テム学 科 に分

かれ て い る。 情 報 シス テ ム学 科 は そ の 設 疏に深 く係 わ っ て きた 浦 昭 一一二(元 慶

応大学管理E学 科)学:部 長 の 考えが,カ リキ ュ ラム に色 濃 く反映 され てお りr情

報 シ ステ ムの 企画 ・設 計 ・開 発 ・運用 に 関わ り,あ るい は それ を活用 す る こ と

で,今 後 の情 報社 会 に 貢献 で きる情 報 に強 い 人材 を育 成す る こ とを 目指 して い

図表9-1新 潟情報大情報 システム学科履修科 目

1年 後期2年 前期2{1三 後期

生活情 報 情 報文化 情 報論

ColnPuter'ト ノ∫華陵干章こ皆ζi匠1院 モ糸¥i盲斉G論

System'情 報処理1寅習2環H本 海論

分類 1年 前期

共通

科ll

比 較 文化

情 報社 会論

情 報 システム

情 報処理 演習1

COmmしmlCation

専門

科ll

基礎演習1

情 報 産 業 シ ステ ム論 人 間 情 報1=学2

マ ー ケ テ ィ ン グ 人 間情 報 【1学1ア ル ゴ リ ズム

ビ ジ ネ ス モ デ ル*経 営 と組 織 情 報技 術 特 論A

数 学1デ ー タ解 析lCOmputer

生 活』統 計 数 学2software

基 礎 演 習2情 報systeln演 習 ド 数 値 実 験 法

基 礎 演 習lSimulation

↑青幸艮systeln

演 習2*
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図表9-2新 潟情報大情報システム学科履修科 目

分類 3年 前期 3年 後期 4年 前期 4年 後期

共通 日本の文化 情報と法 .iu吾 と理 解

科li 国際政治論 Telecomunication

南北問題

専門 情 報system設 計 情 報system開 発 企業と経営 生活 と法律

科目 経営 と情報1 情 報system特 論 Computernetwork 経営 と法律

経営計算1 人口知能 Multimedia情 報処 理

情報技術特論B 経営 と情報2 OR2

情報技術特論C ノk産企 画 と管 理* 情報技術特論D

Programing演 習 Software開 発

デ ー タ解析2 デ ー タベ ー ス

OR1情 報system演 習4*

情報 倫理

学外 実習

情 報system演 習3* 卒業研究 卒業研究

る(図 表9--1,図 表9-2)。

この科 日配 置 お よび授 業 内 容(*印 は資料9)の 一 部 を見れ ば,体 験 学 習 の重

視 と小 人数 に よる演 醤 の実 施,地 域 産 業 との連携 の ドでの現 実 に立脚 した教 育

内容 にな って い る こ とが わ か る。

6授 業の進め方

「講 義 は配 布 す る プ リ ン トと,PCに よる教 材 で授 業 を進 め る。 また,Excel

に よ る課 題の実 施 を行 うが,Excelの 基礎 知 識 の範 囲 で対 応 で きる形 で 教 材 を

準 備 す る。PCを 所有 して い な い受 講生 は,大 学 の コ ンピュ ー タ施設 を利 用 し

て 課題 の実 施 を して も ら う。」 とい うア ジア 大学 の例 に 見 られ る よ うに,多 く

の 大学 で は コ ンピュ ー タ,特 にパ ソ コ ン搭 載 ソフ トExcelを 利 用 して授 業 を進

め て い る。 また,PCを 利 用 しな い場 合,演 習 を実 施 す る に あ た り,授 業 に は

必 ず電 卓の持 参 を義 務 づ け て い る大 学 仙 梨学院大,駿 河台大学)も あ る。 こ こ

で はPCを 利 用 して い る例 と して,城 西大 学,朝H大 学 と名 占屋 商 科 大 学 を紹

介 す る。 城 西 大学(経 済学部経営学不=Dの 場 合,}こ な学 年別 専 門科 目 ・関 連 科 目
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は以 一ドの 通 りで あ るが,「 経 営 科 学 」 の 授 業 で は,1・2年 次 の 科 目が 必 ず し

も,前 提 履 修科 目に なっ て い ない(図 表lo>。

図表 沁 城西大経営学科科目群

「専門科 目」

「関連科 目」

1年 次

コ ン ピ ュ ー タ概 論

コ ン ピュ ー タG1語1

経 営 数 学

コ ン ピ ュ ー タ

リテ ラ シ イ ー1

経済 ・経営の微分積分学

経済 ・経営の線型代数学

2年 次

経 営学 原理

コ ンピュー タti語II

情 報処理 概論

コ ンピュー タ

リテ ラ シイーH

3・4年 次

経 営 科 学

コ ン ピュ ー タri語m

コ ン ピ ュ ー タ会 計

イ ン タ ー ン シ ップ

… … … 以 ド略

従 って,こ の授 業 で は前期 は コ ンピ ュー タの 実 習 をか ね て,Excelを 使 い こ

なす こ とを主 眼 と してい る。 後期 で は,基 礎 数学 な しで も学 生 が学 べ る内 容 ,

す な わ ちORの 誕 生 とOR手 法LP,PERT,移 動 平均 法 ,待 ち行 列 よ り構 成

され てい る(図 表11)。

図表11城 西大 「経営科学」授業内容

例 科 目名:「 経 営科 学」 教 員;大 木靖郎 対 象学i#;3 ,4年 単位14

授 業の 目的 ・目標;企 業経営 にお いて用 い られる 計数 的 手法 につ い て解説 す る,,そ の様

な 手法が何 故 要求 されて いるの か をt歴 史的 な背 景 を ト分 に理 解 さ

せ た ヒで,学 習 させ たい。

週

1

2

3

4

5

6

7

8

9

玲

n

12

13

14

項H

コ ン ピ ュ ー ター に つ い て

コ ンピュー ター実 習1

実 習2

実 習3

実習4

実習5

実習6

実習7

実 習8

実 習9

実 習10

実 習11

糸釜'営零レ'学とは

内 容

コン ピュー ターの誕 生 とその進 歩(講 義)

スプ レッ ド ・シー トとコ ンピュー ター(講 義)

集 計 表の作 成1

集 計表の作 成2

集 計表の作 成3

実用 的集 計表の作 成1

実用 的集計 表の作 成2

グラフ作 成1

グラフ作 成2

デー タベ ー ス作 成 ユ

デー タベ ー ス作 成2

マ クロ解 説1

マ クロ解 説2

0Rの 歴 史 と経 営科学 の 関係 購 義)
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15LPユ

16LP2

17LP3

18LP2

19PER'1'1

20PERT

lPERT3

22PERT4

23f測 の た め の 各種 手法

24待 ち 行 列1

25待 ち 行 列2

26待 ち行 列3

LPと そ の経 営学二的意義(講 義)

図解法 に よる解濯

シ ンプ レッ クス氾1

シ ンプ レ ックス浸2

経 営学 と計画のた めの 手法

PERTの 誕 生 とそ の意義i

ネッ トワー ク,先 行 ・後続 ・並 行作 業 につ いて

クリチ カ ル ・パ スのiUつ け 方

移動'ド均 法 と指 数 平滑 法

条充,汁・確率 珊L論とOR

待 ち行列理 論 につ いて1

待 ち行列理 論 につ い て2

教 科}-If:エ クセ ル の 教 科,彗:は講 義 の 最 初の 時 間 に指 示 す る 。 後 期 の 教 科1辱 は な し[)

参 考文献1適 宜指 示す る.

授 一業の 方法:実 習お よび講義 ・

これ に対 して,名 占屋 商科 大学(商 学部),経 営 情 報学 科(「 管理科学 導攻」お

よび 「システ縛 如 で は,1)経 営 学 の 王里解2)科 学 的 徽 理 的 思 考 の 修

得,3)コ ン ピュー タの 操 作 能 ノJとソフ トウエ ア ー一開 発の 体 得 を 目指 した 人材

の育 成 とい う観 点 か らカ リキ ュ ラ ムが組 まれ て い るU従 って,「 経営 科 学」 な

ど数理 的思 考 を要す る科 目は 「管 理科 学 」 導攻 の 専 門科 目群 に属 して い る(図

表12)。

図表12名 古屋商大経営情報学科管理科学科目群

「専 門 基 礎 科lu群

経 営 の 数 理 ⇒

プ ロ グ ラ ミ ング[う

情 報 処 理 基礎(ハ ー ド,ソ フ ト)

人1【知 能

デ ー タベ ー ス ⇒

ア ル ゴt)ズ ム

「惇 門 科 目1群

数 理 計1呵

経 営 シ ステ ム シ ミュ レー シ ョ ン

経営モデル論

意思決定

こ れ ら の 科 口 に 「経 済 ・経 営 の た め の 数 学(基 礎 ・応 用)」,「 糸釜営 と 意 思 決

定 」,「 経 営 と コ ン ピ ュ ー タ ・モ デ ル 」.「 経 営 計 画 の 数 理(OR概 論 ・線 型 計 【盛1{

法,シ ンプ レ ッ クス法,最 矩経 路 問題)」.「 経'1;穿管 理 の 数 理(在 庫 管理 ・待 ち行 列・

ゲ_ム の理 論)」,「 経 営 シ ミュ レ ー シ ョ ン の 基 礎 理 論 ・分 析 儒 要 朔則・ 設備 投

資,マ ー ケテ ィング,ビ ジ ネス プラ ン)」,「 経 営 情 報 管 理 」,「 ゲ ー ム 理 論 と経 営 戦
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略 」 な どが あ る。 こ れ らの 科 目の 一 つ に 「経 営 と線 型 計 画法 」 が あ る(図 表

13)1/

城 西大における 「経営科学」 と比較す ると,授 業内容 もかな り細分化 され,

図表13名 古屋商大 「経営 と線型計画法」授業内容

例 科 目名=「 経 営 と線 型計 画法 」:教 員;垣 谷宏r対 象学 年;`?.3,4年 単位:2

週 テーマ 内 容

1意 思 決定の理 論 とは何 か:経 営 分野 にお け る意思 決定 プ ロセ スの分 析、 問題 を シス

テム的,論 理的 に捉 えるた めの 基本 要素,、

2線 型計1由1モデ ル=資 源 配分 問題の線 型 計画 モデ ル と して定式 化 。決 定 変 数,目 的

関 数,制 約 条件式 。

3グ ラ フを用 い た分 析1:決 定 変数が2個 の場 合 の グ ラ フ分析,Il∫ 能 領域,ll的 関

数直線 群,最 適 解C1

4グ ラフ を川 いた分 析H:グ ラフ分析 で得た 最適 解 の解 釈,モ デ ル変 更の 分析 対象

系 に生 じる様 々な状 況変化 に対す る処 置の 方法1

51,INI){)に よる分析1:LP解 法 ソフ ト(LINDO)を 川 いた 最適化rモ デル 表現,最

適化1モ デ ル修IEの 方法(i

6LINI)0に よる分析II二LINDOに よる感度 分析,領 域 分析,得 られ た最 適解 の安 定

性 の分析 、

7LINDOの 出 力結 果の解 釈:出 力結 果の 対象 系で の 具体 的 な解 釈L,目 的 関 数値,決

定変 数値,ス ラ ック変 数殖,Prcaduc・tCast.llualYriceの 意味、,

8シ ンプ レ ックス法の 基礎:LINDOに よる解析 の 基盤 で あ る シンプ レ ックス法 の 基

本的 な考 え 方,{`底 変数,非 基 底変数,シ ンプ レックス基準、

9LPの 活 川:一 セ ー ル スマ ンの配 概問題、,限 られ た 人 数,限 られ たf算 で の,条 件

の 異なる複 数地 区へ のセー スルマ ン配1配訪 問す る総 店舗 数が最 大 となる セー

ル スマ ン配1程の 方法 を考える,,

10LPの 活 川:添 加物 の混 合 問 題,ビ タ ミン含 イ∫1{1=,原価 の 異な る複 数 原料 の添 加 に

よる ビタ ミン強化 製品,,製 品の ビタ ミン強 化 条件 を満 足 し,総 コ ス トが最 少

になる添 加物の混 合法 を考え るC,

llLPの 活 用1生 産 計lllli問題,需 要 の 異 な る 複数 期 に 対 処 す る 各 期 の 生 産,在 庫 計

1由レ 各期 の需 要 を満足 し,総 コ ス トが最 小 とな る各期 の生 産 量,在 庫 量を 考

える、,

]2LPの 活 川=輸 送 計1由鼎1題,複 数の 生産 地か ら,複 数 の 消 費 地へ の 輸送 計 画CJ制 限

供給lrllのドで,需 要を満 た し,総 コ ス トが 最小 となる輸送 計画 を 考える,,

13整 数計画法:複 数 の 問 題解 決策 か らの 最適 な 方針 選択 決 定変 数 の と りえ る値 を0

か1と す るモデ ルを考え る、,

14線 型計 画法 の 有効 利川:現 実 性 と操 作性 を 考慮 した対 象 系 の 有効 なモ デ ル化、,LP

モ デルの 有効性 とその 隈界n

受 講心 得=線 型 討轟画問 題の解析 に は,ア プ リケー シ ョン ・ソフ トーi.INDC.}一 を用 い る,,

講義 中 のみ で な く,毎 週 の 宿 題 は このLINDOを 川 い て 分 析 す る こ とに な

る1,
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自学 自習:毎 週 の講 義 の 後,LINDOを 用 い て 講 義 内 容 の 確 認 をす る こ とが 重 要。 ま

た,ド 記の参考文 献 に応川例が 載って い るので,そ れ らのモ デ ル分析 を行 う

こ とで,実 力 を養 って欲 しい。

教科書:オ リジナ ルテ キス ト=「 経営 と線 型計画法 」

参 考 文献 二Il?利根 川 幸 ・「LPソ フ トウエ ア と経 営 意思 決定 」HBJ出 版 局

囲 宮 川 公男 「経営 数学 入 門」 実教 出版

f3)小和 田 他 著 「OR入 門一一意思 決定の 基礎一」 実教 出版

側 森II繁 ・「線型 計画人 門」H科 技 連

かつ高度な ものになっている。

次 に,朝 日大学の例 を見てみ よう。朝 日大学経営学部情報管理学科は 「情報

処理 に強 い」 人材 を育成す る事 を教育 目標 に している。 この 目標 を達成するた

めに,情 報管理学科の カリキュラムは概ね 「経営」 と 「情報」 に分類 され,情

報 の分野は 「情 報管理分野」 「情報応用分野」「情報 システム分野」の3つ の専

門科 目履修 モデ ルを学 生 に用 意 してい る。その特徴 は 専門の基礎 科 目と して

A群 に 「線型代数学」,「解析学」や 「情報学基礎」が,B群 に 「情報処理演習

1」 が配置 され,そ の後 専門科 目は一一基礎一,中 級一,一 十 級一編 に分類 さ

れている。経営科学 の分野 も経営科学 の基礎 である 「統計学」や 「経営 工学基

図表15朝 日大経営学部情報管理学科専門科 目群

「専門基礎科 目」群

経営科学 ⇒

統計学基礎

経営1;学 基礎

計 算 機 科 学

コ ン ピュ ー タ概 論 ⇒

経'営 情 報学

情 報system論III

System設 計 論

System監 査 論

計算 機 科 学

Software-r学

Programing論III

Programing演 習

「専門科 目」

経営科学

経営数学

経営統計学

nR

経営情 報学

(略)

計算機科学

(略)

⇒

「専門科 目」

経 営科学

多変 量解析

経 済予測

線 型 計画法

Simulation

Simulation演 習
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礎 」 を学 び,学 年 がi二級 に な るに したが って,中 級 あ る い は1 _.級レベ ルの科 目

を段 階 的 に履 修 す る よ うに工 夫 され て い る(図 表 ユ5)。

この授 業(図 表16)を 担 当 して い る栗 原 先 生 に メー ル で お伺 い した とこ ろ,

「この授 業(OR)は2年 生 か ら4年 生 を対 象 と した科 目で す が,来 年 度(2001

年)か ら3・4年 次 対 象 の 科 目 『経 営 科 学 入 門1(線 型計画法)』,『経 営 科 学 入

門H(シ ミュレーシ ョン)』 に変 わ る との こ と。 今 年 度(2()00年)は 学 生47人 履

修 し,27人 が 合 格,途 中 で 脱 落 した り,卒 業 で き る 見込 み の つ い た 学 生 が い

た り して,最 終 試験 を 欠席 した学 生 が11人 前 後,不 合 格 者 が6人 」 との返 事

をい ただ い た。演 習 問 題 は先 生 が 作 成 したExcelの 表 を ダウ ンロー ドし,学

生 に 表の なか の パ ラ メー ターや 乱 数 を変 えた りす る な ど,文 科 系 の学 生 向 きの

工夫 を して いる。

図表16朝 日大 「オペ レーションズリサーチ1・ 五」内容

例 科 目名:「 オペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ」 教 員:栗 原和 夫

対象学 年:2年 単位:各2

講義 目的 ・講義 内容:「 経 営 は変化 に対す る対 応 で あ る」 と[1わ れ る。組 織 を管理 す

る 者は内部お よび外 部か らの組織 の変化 を 予測 し,そ れ に対 処す る計 画 を立案 し丁 計 画
を実行 に移す 前に さまざ まな角度 か ら評価 を行い,適 当だ と思 わ れ る 一つ の 計 画 を実 行

に移 して行 か なけれ ば な らな い。 オペ レー シ ョ ンズ ・リサ ー チ(OR)で は ,複 雑 な状

況 を数学 モデ ル と して定 量的 に とらえる こ とを まず 行 うnそ の 後 い くつ かの 計画 を 、!.案

し,あ る基 準 に照 らし,検 討 を し,最 適 な計 画 を数 学 モ デ ルを使 っ て,見 い だ して 行

く。評 価基 準 が変 わ れ ば,ま た最 適 な運用 計 画 もか わ るC,ORは 数字 を使 っ た理論 的側

面が あ るがr講 義 で は実 例 に重点 を置 き,多 くの問題 や 手法 の なか か ら特 に基 本的 と思

われ る もの を取 り上げ 具体 的 に解 説す る。

授 業 の 内 容 は,前 期 確 率 モ デ ル,後 期 は確 定 モ デ ル を 中 心 に,1つ の 項 目 を2回

(週)程 度 で講義 して い る。

テーマ 内 容

10Rと は 歴 史 と簡 単 な例

2確 率 と統 計 一様乱数 の作成 と検 定

3予 測 時系 列 ・相関

4決 定 問題 秘書 問題

5在 庫問題

6シ ミュ レー シ ョン

7最 適 化 関数 の最 大最 小値,黄 金分割 法

8輸 送 問題

9生 産計画 問題

10栄 養問題
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11最 短路 問 題

12日 程計画PERT

13AHP

関連 分野 ・履修 の留 意点:関 連 講義 と して統 計学 基礎,線 型 計画 法,シ ミュ レー シ ョン

論 な どが ある。

評価 方法:中 間試験30%,学 年末 試験30%,課 題30%,出 席10%

課 題1:表 計 算 ソフ トの 関 数RAN()を 使 用 して1,2,3,4と い う数字 を等 し

い確 率 で だ す 乱 数 を4個 た しあ わせ た 乱 数 を100個 を発 生 させ ・100個 の

デ ー タに関 して適 当な階級 を設定 して 度 数 分布 表 とヒ ス トグラ ム を作 成せ

よ。

課 題2二 決 定 問題 にお いて,客 の}ゴい値 の確 率 は,2万illが0.2,3万 円が0.4,4

万「IJが0.3,5万 円が0.1と 仮 定 した場 合,売 るか売 らない か を次の よ うに

決定す る場 合

(11-・ 人めで4万 を超 えた ら売 る。

L2)汰 めで3万 を超 えた ら売 るr

{31{人 めで[1い 値 で売 る。

これ に シ ミュ レー シ ョンを適 用 し,売 値 の 平均 値,最 大値,最 小値 を求 め よ.

課 題3:新 聞 売 り子問題 につ い て20回 シ ミュ レー シ ョンを行 い.40部 仕 入 れた 時の

利益 の 平均値,最 大値,最 小値 を求め て レポー トせ よ。

課 題4:(中 間試験)「 待 ち行 列系 とは何か」 につ いて レポー トせ よC/

課 題5:Xが0か ら100ま での 区間で,次 の 関数 は最 大値 に なる とい う。 黄金 分割 法

を7回 以一ヒ適用 して最 大値 の存在す る区 間ltJを5以 ドにせ よ。 またそ の時 の

区間 内の1点Xの 値 とそのXに 対す るYの 値 を示せ 。

Y=(10000・X+[学 籍 番 写の ド2桁]÷(X・X+2500)

担 当者 との連絡 方法:直 接 研 究室 に来て くだ さい。質 問 を メールで受 け付 け ます。

参 考 書:真 壁 編 「オペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ」 日本規格協 会

森村 英典 「お はな しOR」 日本規 格協 会

以 上,3大 学 の 教 育 内 容 を シ ラバ スか ら見 て きた が,文 系 の学 部 と い っ て

も,経 営 学 科(城 西大学)と 経 営 情 報 系(名 占屋 商科 大学 ・朝II大 学)に よ る違

い,カ リキ ュ ラムの違 い,入 学 す る学 生の レベ ル な どに よる違 いが 見 られ る。

従 来 の 「経営 科 学(OR)」 の授 業 が と もす れ ば 数学 的 な 内容 に傾 きが ちで あ

りtす で に確 立 した手 法 の説 明 に中心 を置 きが ちで あ っ た。 これ は,一 定 の数

学 力 のあ る学 生(経 営1二学科の学生など)を この 分 野 の専 門家 と して 養 成 す る に

は教 育 内容 と して よか っ た か も しれ な い。 しか しなが ら,文 科 系 学 生(経 営学

部や経営情報学科 に在籍する学生)を 対 象 と した場 合,こ う した 専門 家 を 育 成 す

る こ とで は な く,む しろ 専門家 の活 動 を理解 す る 人材 の育 成 を 目標 と した科 目
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として位 置づ けるこ とも必要で はないだろ うか?本 来,「経営科学」 は経営 諸

問題 に対す る科学的 アプローチ を目指す学問である。科学 的アプローチ は必ず

しも数学的手法 に限定 されるわけではない。 ことに文系学部(経 営系,経 営情報

系とも)で は,高 校生が学 んだ程度の数学 力 を前提 と した授 業で も学生がつ い

て こられ る内容 にす る努力が教 員に求め られる。

7教 科 書

図 表17は テ キ ス トを使 用 して い る 大学 で あ る。 しか しなが ら,経 営 系 ・経

営 情 報系 の 大学 で は テ キ ス ト ・参 考書 を指 定 して い な い大 学 も多い 。 そ の理 由

と して,山 梨 学 院 大 「OR」 の シラバ ス に 「i学 科 の受 講 生 に あ った レベ ル の

参 考 諄や テ キ ス トを選 ぶ の はtか な り困難 だ とい う気 が します 。 で きるだ け皆

さんの 関心 を呼ぶ よ うな,皆 さん の レベ ル にあ っ た もの を,講 義 の進 行 にあ わ

せ て紹 介 す る こ とに努 め た い と考え てお ります 」 と記述 して あ る よ うに,基 礎

的 な知 識… 数学一 を欠 い た学 生 に合 った テ キ ス トが な い こ とが ・因 で あ ろ う,}

また,城 西大 や 朝 日大の 例 に見 られ る よ うに,む しろ各 教 員が カ リキ ュ ラ ム ヒ

の 制約,す なわ ち 前提 履 修 科 目の 有 無 や 利 用 可能 な 資 源(設 備,PL',ア 算〉の

ドで,学 生 の学 力 を 考慮 し,各 教 員が 授 業 内容 を1二夫 し,演k'3を 行 って い る の

で はな いだ ろ うか,、

図表17教 科醤

1)宮 川公 男 「経 営 数学 人門」 実教 出版… ・m…甲 」監園 大,駿 河 台 大,成 践 大,専 修 大,

国 量ご館 大,東 京経 営 短期 大,名 商 大

2)ノ 蝦 薫 「ゲー ム感覚 意思決 定法」II科 技 連一 一 騒 ・∫台 瓦 馴1多瓦 静1融 緯 大

3)小 山昭雄 ・森川道 他 「OR」 培風館 弊習 院/f,丁 ・葉商科 大

4)小 和 田IE・ 沢 木勝1旋i・加藤 豊 「OR入 門」 実教}ll版 … …… 、γ命館 大,浜 松 大
5)小 和 田 正 ・加藤 豊 「例解OR」 実教 出版 ……… 東盛;(情報大 ,明 治 大,名 商大

6)大'ド 平 「ORの は な し」 日科技 連 … ……L武 大,航 命館 大

7)福IH・ 児1く ・III道 「OR入 門」 多賀 出版 ……… 追 手門学 院 大

8)千 住 鎮雄,伏 見多 美雄 「経 済性Il学 の 基礎 」 日本能 率協 会…… …駿 河 台 大

9)宮 川公 男,野 々山隆S」:,佐 藤 修 「経営 科学 と情 報処理 」実 教 出版… ……`1映 大

10)森 村 英典 「お話 しOR」 日本規格 協 会…… …駒 沢 大

11)木 ド栄 蔵 「マ ネジ メン トサ イエ ンス入 門」啓学 出版 ・…・…成践 大

12)内 野 明 「経営 数学 」 曳享大}婁}房 専修 大(商)



68商 経 論 叢 第37巻 第1号

13)佐 藤喜 代蔵 「ORの 基礎」 東 京教学社 専修 大(経)

14)西 「H俊夫 「Basic経 営 科学」 現代 数学社 … ……大阪 国際 大

15)小 林 み どり 「文科 系の応 用数学 人 門」 牧野 書店… ……静 岡県 、乞大

16)荒 木 勉 「経 営科学 」実教 出版 ヒ智 大

17)加 藤 あ けみ 「経営 科学 論」創 成社 拓 殖 大

18)中 村 雅 章 「問 題解 決 のため の経 営 科学」 同友館 ………拓 殖大

19)斎 藤嘉 博 「決定 の1活し」 日科技 連 ……… 、Z命館 大

20)黒 沢和 人 「統 計 ・OR入 門」 共 、ヒlli版 浜松 大

21)森 雅 夫 ・森 戸 晋 ・鈴 木 久敏 ・lll本芳嗣 「ORI」 朝 倉}書1:店 福 山'ド成 大

22)小 山昭雄 「数理 計画人 門」 日本経 済社 東海 大

23)古 川浩 一,福 川忠 昭 「経 営計算:」朝 倉 菩彗:店…… …東海 大

24)福 島雅夫 「数理 計画 入門」朝 倉 書店 ・・… …・東 海 大

25)笹 井 ・萩原 「新 商 業計算 人門」 専修 大(商)

26)牧 野都 治 「パ ソコ ンに よるOR」 朝 倉 書=店…… ・一東京理科 大(経)

27)中 川箪 夫,一{浦 弘明 「OR」 日F;ll=業 新 聞社 ………愛 知 一1大

28)刀 根 薫 「増 補OR」 ・… ・一 神 奈lli大

29)近 藤次 郎 「ORのr一 法 」 近 畿大

30)増 井 ・百合 「ORに よる生 産流通 システ ムの 設計」愼 書店 ……… 産能大

上 記 の テ キ ス トが 比 較 的授 業 で使 わ れ て い る よ うで あ るが,こ れ らの なか

で,パ ソ コ ンの ソフ トを利 用 す る こ とを前 提 に した テ キ ス トが い くつ か 出版 さ

れ て い る。 こ こで はサ ンプ ル と して,栗 原 和 夫 「Excelで 学 ぶ経 営 科 学 入 門 シ

図表18-1テ キス ト 「Excelで 学ぶ経 営科 学入 門 シ リーズ 】Vシミュレー シ ョン」

例 科 目名:「Excelで 学 ぶ経営 科学 入 門 シ リー ズWシ ミュ レー シ ョン」

章 項 目 内 容

1)Exce1の 基 本操 作(起 動 と終 」,デ ー タの 入力,関 数 の 人力,計 算 式 の人 力,計 算

式 の コ ピー と貼 り付 け,相 対 参照 と絶 対 参 照,グ ラ フの 作 成,印 刷,ワ ー ク

シー トの保 存,既 存 フ ァイルの 読み込 み とL書 き保存)

2)シ ミュ レー シ ョン(臼 動 販売機 の釣銭 は何 時 な くな るか?人 金の ・部 を釣 銭 に加 え

る とどうな るか?,シ ミュ レー シ ョンとは)

3)変 動 量 と統 計(変 動量f検 定,統 計 蹟 と確 率分布)

4>疑 似 乱数の作 成 と検 定(一 様 乱数 の作 成,カ イ2乗 検 定,特 定 の確 率 分布 をとる 乱

数の作成)

5)計 画 の検 討(定 期 預金の利 息,ロ ー ン返済計 画,為 替変動 と外貨 預金)

6)決 定 問題(中 古 バ イクを売 る,取 引相 手を10社 の候補 の中か ら1社 に決め る)

7)在 庫 問題(新 聞売 りfの 問 題,定 期発 注 方式,発 注 点 方式)

8)待 ち行列 問題 の基礎(定 期到 着,ラ ン ダムサ ー ビス,ラ ンダム到 着,ラ ン ダムサ ー

ビス,複 数窓ID
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図表18-2教 材 「Excelに よ るMBAの ための経 営科学 」

章 項II内 容

1)Excel基 本基礎 問題(損 益 分 岐点 の 計算 ,九 九 表の作 成,ABC分 析,給 与計算,

現 在価値,投 資利 益率 の計算1デ ー タの検索,自 動販売 機 の釣銭計 算)

2)モ ンテ カル ロ ・シ ミュ レー シ ョン(電fコ イ ン,電rサ イ コQ,疑 似 乱 数 の発生,

電r双 六.IE規 分布,競 馬 ゲー ム,受 注販売M新 聞売 り,食 卵 の価格)
3}線 型計 画(製 品製造 計 画,ト ラ ク ターの 製造 ,冷 凍 食品 の 販売,投 資 案 の選択,生

産体 制の 選択,ビ タ ミン剤 の生産)

4)待 ち行列(生 産i二程1こお ける 部品 の滞 留,ガ ソ リン ・ス タ ン ドの洗 車待 ち時 間,銀

行窓lIサ ー ビス分 析)

5)シ ステ ム ・ダ イナ ミックス(ダ ム の水 位 の問題 ,昆 虫 の 圃体 数,多 段 ダム,Y社 の

物 流 シ ステム,製 品 ラ イフサ イ ク ル,野 兎 とキ ツ ネ,ビ ジ ネス ・サ イ クル,
オー トマ トン}進 、化 論)

6)PERT(プ ロジェ ク トのス ケ ジュー ル管理)

7)ll}1=線回帰(円 レー トの 予測)

リー ズIVシ ミュ レー シ ョン」(図 表18-1)と 柳 原 一・夫 「Excelに よるMBAの た

め の経 営 科 学」 をあ げ る(図 表18-2)。

こ こにあ げ た最 初 の テ キ ス ト(図18-1}は ,文 系 学 生 の た め に1ま ず 現 象 を

モ デ ル化 し,パ ソ コ ン ー一で 実現 して,現 象 を理 解す る こ とか ら始 め る とい う意

図で 執 筆 され て い る。 従 って1学 生 は 本書 を横 に置 き,パ ソコ ンを動 か しなが

ら,表 の ヒで シ ミュ レー シ ョ ンを楽 しむ こ とが で き る。後 半の テ キ ス ト(図

18-2)も,慶 応 大学 ビジ ネス ・ス ク.._.ルの 学 生,特 に 数学 が 苫手 な 人 を対 象 に

執 筆 され て い る。 従 っ て,難 しい数 学 の理 論 を使 わず に,し か し数 字 を使 って

問題解 決が はか れ る よ うに工夫 され て い る。

8ま と め

約1年 間 に わ た り,40数 校 お よ び イ ン ター ネ ッ トに掲 載 され て い る情 報 を

も とに,「 経営 科学 』 教育 に 関す る調 査 を行 っ て きた 。

この なか で,教 育 ヒ気 がつ い た点 をあ げ る。

1)-L武 大:「 表 計算 ソフ トを用 いて経 営 分 析 お よび利 益計 画,原 価 管 理,資

金運 用 に 関 す る シ ミュ レー シ ョンを実 施 す る。」⇒ 《パ ソ コ ン を

活 用 》
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2)山 梨 学 院 大:「 で き る だ け 数 学 的 な 知 識 を前 提 しな い で,授 業 を 進 め

る。」

東 京 情 報 大:「 解 析 に使 用 す る数 学 は,高 等 学 校 で 習 う程 度 で ト分 で あ

る。」

成 城 大:「1.も の に は い ろ い ろ な 見 方 が あ る,2.お お ざ っ ぱ に 考 え

る,3.イ メー ジで簡Fに,4.多 数 決 は 正 しい か,5.視 聴 率 の

意味,6.わ けの わか らない場 合 わ け,7.事 均 とは なに か ・8・

思 い切 っ て,切 って み る,9.偏 差 値 は偏 って い る?,10・ た っ

た 一割 の 影響 」⇒ 《学 生 の レベ ル を考 慮》

3)福 山平 成大:「 基礎 知 識 と して は,1年 次 の 基 礎 数学 にお い て学 ん だ 行列

と微 分 を必 須 とす るOそ の他 の もの につ い て は高校 レベ ルに 疏ち

返 っ て復習 す る。」⇒ 《段 階 的 に履 修 す る カ リキ ュ ラ ム》

4)中 央 学 院大:「 企業 行動 にお け る利 益 の算 出 方法 を いか に して 定式 化 す る

か 。 その た め の 計数 的 な基 礎 知 識 を学 ぶ 。 定式 化 した式(利 益 方

程式)を,Excelで 種 々 な計算 をす る。」⇒ 《情 報処 理 関係 科 目の

人 門講 座 と して 位置 づ け る》

5)大 阪 国際 大:「 経営 科 学 で学 ん だ 手法 をExcelを 使 って シ ミュ レー シ ョン

を行 い,最 適性 の議 論 をす る。」⇒ 《議 論 ・討論 方式 の導 人》

6)北 海 道 工 業 大,武 蔵 工 大,専 修 大,静 岡 県 立大,長 崎 大,城 西 国 際 大:

「ビジ ネス ・ゲ ー ム に よる実 習 を,意 思 決 定 と レポ ー ト作 成,そ

れ らに対 す る フ ィー ドバ ックの 形 で 行 う。」⇒ 《模擬 体 験 に よ る

学 習》

7)新 潟 国際 情 報 大:「 『生 産流 通 ゲ ー ム』 を使 っ て,も の の流 れ と情 報 の流

れ とい う,生 産 シ ステ ム全体 を体験 しなが ら理 解 す る。」⇒ 《体

験 学 習 に よる学 習》

8)多 摩大:「 最 大4名 か らな る グルー プ を構 成 して,モ デ ルづ く りと シ ミュ

レー シ ョンを多 く行 う。」⇒ 《グルー プ学 習 の実 施》

9)成 践 大:「 ケ ー ス ・ス タデ ィを 中心 に 行 い,証 明 や 計 算 問 題 は 行 わ な



経営科学教育71

い 。」⇒ 《ケー ス ・ス タデ ィの 実施 》

10)桃 山学 院 大=「 車に搭 載 され たナ ビゲ ー シ ョン シス テム で最 短 の ル ー トを

ドラ イバ ー に 示 して くれ た り,最 も利 益 がkが る よ う に コ ン

ピュー タが 自動 的 に株 の売 買 を して くれた り,コ ンビニ エ ンス ス

トアーで お客 さんが 満足 が い くよ うに また 店舗 の 運営 費 用が 安 く

な る よ う に 商 品 の 発 注 を 自動 的 に 行 うの が そ の 例 で あ る。」 ⇒

《学 生 の興 味 ・関心 を考慮 した授 業 内容 》

以hの 例 に 見 られ る よ うに,各 大 学 で は,担 当 者 が 学 生 の レベ ル を考 慮 し

て,授 業 の 工 夫 ・改 善 を図 っ て い る。 当 学 会 と して も,D学 生 の 成 熟 度 に

合 った教 材 開 発(テ キス トやExcelに リンクした演轡問題),2)教 員 が 開発 した優

れ た教 材 は相'11利 用 す る仕組 み をつ くる,3)学 生 に 学 習 意 欲 を喚 起 させ る た

め に教 授 法 の 改 善 な ど,「 経 営 科 学 』教 育 の 改 善 に積 極 的 に取 り組 むべ きで あ

ろ う。
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資 料4横 浜 国立大学 の シ ラバ ス例

横浜 国 立大学 経営学 部は経営 学科,会 計 ・情報 学 科,経 営 シ ステム 科学 科,国 際 経営

学 科の4学 科 か ら構成 されて い る,経 営 科学 総論(lntmducti()llt`)Mana彗ementSci-

ence)は 経 営 システム科学 科の 人門科 目に該t・1する,,

授 業科 目名 「経 営科 学 総 論」 〔期 間 ・単位 数 〕 後期2単 位

〔履修 年 次 〕1年 次 以L

〔担 当教 官 〕 教授 臼 井 功 教授 松 井 美樹

① 授 業のll的

こ の講 義 で は,企 業 を 中心 と した内外 の組織 にお け る資 源 配分 問 題 を考察 ・

分析 す る ヒで 基礎 とな る分析 一Lのツー ルお よび基 本概 念,具 体 的 にCiえ ば,科

学 的 な経営 管 理 法 を追 求す るマ ナ ジ メ ン ト ・サ イエ ン ス(Ms,経 営科学)な い

しオ ペ レー シ ョ ン ズ ・リサ ー チ(OR)の 諸 概 念 を解 説 す る.経 営 学 にお い て

考察 の対 象 とな る経 営 資 源 には,人 的,物 的資 源,お よび 金銭 的 資 源 の3つ が

あ るが,こ れ らを同一一時 点 にお い て所}一の組織 内 で 配分 した り,あ るい は 異 な

る時 点 間 で 合 理 的 に配 分 す る こ とこそ が 経 営 学 ない しは経 営 科 学 の 課 題 で あ

る。

② 各週 ご との 授 業概 要:

1.現 代経 営 学 の 課 題 と役 割

2.線 型計 画 問題へ の モ デ ル化1

3.線 型計 画 閥題 の 開放 の ア イデ ア

4.線 型計 画法 にお け る双 対性

5.線 型 計 画 問題へ の モ デ ル化2

6.ゲ ー ム理 論 入門

7.不 確 実性 下の 意 思決 定 入門

8.意 思 決 定 と情 報の価 値

9.エ ー ジ ェ ンシー 理 論

lU.イ ンセ ンテ ィブ ・シス テム の設 計
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11.マ ー ケテ ィン グに関す る意思 決 定

12.在 庫 モ デ ル入 門

13.生 産計 画 と生 産 シ ステ ム

14.資 金調 達理 論 入門

15.証 券投 資 の 基礎

③ 教科 書 ・参 考 書:

教 科書 青 山 ・井 上 ・松 井編 著 「制 度 経営 学 入 門』 中央経 済社

参 考 書 臼 井 功 著 「経 営 数 学概 論 』 有 斐 閣

④ 履 修 口標 の 例示:

1.資 源 配分 問 題 を数 理 計 画 問題 に定式 化 して解 く方法 を理解 し,他 者 に説

明で きる。

2.競 合 す る相 手 が い る場 合 の 意思 決 定法 の モ デ ル化 の方 法 を理 解 し,他 者

に説 明 で きる。

3.不 確 実 性 下の 意 思 決 定 法 の モ デ ル化 の 方法 を理 解 し,他 者 に説 明 で き

る。

4.組 織,マ ー ケテ ィング,生 産,財 務 にお け る意 思 決定 問 題 の本 質 を理 解

し,他 者 に説 明 で きる。

⑤ 授 業 方 法 につ いて の説 明:講 義 を 中心 と し,必 要 に応 じて 計 算 演 習 を課

す 。

⑥ 履 修 条件 お よび関連 科 目:ビ ジネ ス ・エ コ ノ ミックスが 履修 済 で あ る こ と

が 望 ま しい。

⑦ 成績 評価 の基 準:期 末試験(85%),出 席q5%)

資 料5横 浜 市 立 大 学 商 学 部 の シ ラバ ス例

横 浜 市 、Z大商 学 部 は 経 済学 科 と経 営 学 科 の2学 科 が あ る。 経 営 学 科 の 科 目 に デ ー タ処

理 論A,B,C,D,E,F(前 期 ・後 期)が あ る 。 「デ ー タ処 理 論IA・HA」 は 表 計 算

ソ フ ト(Excel)と 統 計 解 析 パ ッ ケ ー ジ(SAS)を 使 っ た デ ー タ処 理,「 デ ー タ処 理 論I

B・IIB」 は 表 計 算 ソ フ ト(ExceDを 使 っ て の 『経 営 科 学 』 に お け る デ ー タ 処 理 。

「デ ー タ処 理 論IC・IIC」 は 表 計 算 ソ フ ト(Excel)を 使 っ て の 統 計 デ ー タ処 理C,「 デ ー

タ処 理 論ID・UD」 はExcelに バ イ ン ドされ て い る プ ロ グ ラ ミン グ言 語VisualBasic
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Application(VBA)に よっ て,計 算 機 の プ ロ グ ラ ミ ン グ を 修 得 、,「デ ー タ処 理 論IE・

皿F」 はExcelの 基 本 的 な 機 能 と統 計 的 な 手法 を 学 ぶ 。 「デ ー タ処 理 論 正F・nF」 は

ホ ー ム ペ ー ジ構 築 の た め にHTMLタ グ に つ い て 学 び ,次 に 画 像,動 画,サ ウ ン ドな ど

の マ ル チ メ デ ィア ソー スを 盛 り込 ん だ ペ ー ジ を オ フ ラ イ ンで 作 成 す る 、1

授 業科 目名 「デ ー タ処理 論IB・IIB」 〔期 間 ・単位 数〕 前期 ・後 期2単 位

〔担 当者〕 野 々III隆 幸

① 授 業 の 狙 い

経 営 活 動 に関す るデ ー タを表 計算 ソフ トを利 用 して科 学 的 に処 理 す るた め の

知 識 と技術 を修 得 させ,経 営情 報 を適 切 に活 用 す る能 力 と態 度 を育 て る。

② 授 業内容 と授 業計 画

情 報 処理 実 習 室 に お いて,表 計 算Excelを 使 っ て,経 営科 学 にお け る デー タ

処 理 につ い て実 習す る。 お もな 内容 は次 の通 りで あ る。

m企 業 経 営 と経 営 科 学

(?}統 計の 分析 と利 用

(3}時 系 列 ・回帰 分析 と需 要 予 測

(4)在 庫 管王里

(5)線 型 計1画法

(6}PERTに よる 日程 の 計画

(7)待 ち行列 とシ ミュ レー シ ョン

(8)不 確 定 性 下 の 意思 決 定

研 究 室 の ホ ー ム ペ ー ジ に提 示 す る 課 題 に 対 し て,Excel図 表 を 作 成 し,

Word文 書 に貼 り付 け,そ の フ ァ イル を メー ル に同封 して送 信 す る こ とが必 要

で あ る。 情 報 処 理 実 習 室 に お い て 実 習 を行 うた め,受 講生 を60名 程 度 に制 限

す る。 前 期 の 開講 時 にe受 講生 の 選 考 を行 う。

③ 成績 評価 の 方法

出 欠状 況,授 業 中の提 出物,前 期 試験 また は後 期 試験,夏 期 レポ ー トまた は

冬 期 レポー トな どを総 合 評価 す る。 成 績 評価 にあ た って,出 欠状 況 を最優 先す

る。
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④ 教 材 宮川公男 ・野 々山隆 幸 ・佐藤 修 『入門 経営科学』実教出版

参考 文献 宮川公男監修 「経営情報 入門』実教 出版

⑤ 前提科 目 情報処理 入門または情報 処理基礎

④ 関連科 目 プロ グラ ミング論,経 営情報論

授業科 目名 「シ ミュ レー シ ョン概 論1・Hj〔 期 間 ・単位数〕 各2単 位

資料6多 摩 大学経 営情 報 学部の シ ラバ ス例

多摩 大学経営 情 報学 部は経 営情 報学 部の み の 単科 大学 で あ るn惇 門科 目は(A)企 業

活動 と社 会環境,(B)情 報技 術 と企 業経営,(C)問 題の 分 析 と解 決 が あ る。(B)の 科

目には,デ ー タ処理 概論,経 営情 報論,情 報通信 概 論,デ ー タ解 析,プ ロ グラ ミング.

シ ステ ム管 理概論,シ ステム管理 ・設計,シ ミュ レー シ ョン概 論な どの科 目が ある。 ま

た,(C)に は生 産管理 論,経 営 科学,経 営統 計学,経 営 分析 な どの科 目が あ る。 シ ミュ

レー ション概論 の特 徴 は グルー プ学 習 にあ る,,

〔担 当者〕 今泉 忠,諸 橋 正 幸

前 期 講 義 目的:企 業経 営 な どで は,時 間軸 に沿 って経 営 戦 略 な どを 、LL案す る こ

とが 求 め られ る(1こ こで の 目的 は,そ の よ うな シ ステ ムの振 る舞 い

を簡 単 なモ デ ル を用 いて 表現 し,そ の結 果 を評価 で きる ように な る

こ とで あ るCJ

講 義概 要:こ れか らの経 営 戦 略 立案 を科 学 的 に行 う知 識 を講 義 す る。即 ち,対

象 とす る企業,業 界 の 敵要 な諸 変数,制 約 条 件 の も とでベ ス トな経

営iI標 を達 成す る ため に,対 象 とな る企業,業 界の コ ンピュー タ実

験 モ デ ル を作 り,ど の よ うな推 移,行 動,動 きを示 す か を予 測 し,

そ の 予測 に基 づ い てベ ス トな経営 戦 略 を提ii出 来 るE門 知識 を シス

テ ム ダ イナ ミックス(SD)的 な ア プ ローチ か ら講義 す る。 講義 で は

パ ソ コ ンに よる実 際 の モ デ ルづ く り と シ ミュ レー シ ョ ンを多 く行

う。

(1)シ ステ ム ダ イナ ミック ス(SD)の 外 観 と各種 フ ィー ドバ ック システ ム

〔2)ポ ジテ ィブ フ ィー ドバ ック システ ム(PFBS)

(3)ネ ガテ ィブ フ ィー一ドバ ック システ ム(NFBS>
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川 シ ステ ム に外 生 的 な変 化 が加 え られ た と きの シス テ ム全体 の変 化

後期 講 義 目的:一 回 のみ の 事象発 生 が 多 い社 会 現 象 で は,コ ン ピュー タ実 験 を

行 うこ とが 重 要で あ る。 この 講義 で は,複 雑 な 関連 が あ る社 会事 象

の 変 化 を,モ デ ル を用 い て 評 価 で き る よ う に な る こ とを 目的 とす

る。 基本 的 に は,企 業経 営 で の モ デ ル を扱 うが,環 境 保 護 の た め政

策提tx,都 市政 策提 言 な どに関 して もモ デ ル を扱 う、,

講義 概 要=こ の 講 義 で は,SDを 用 い て応 用 と して,成 長 モ デ ルや 遅 れ が あ る

モデ ルな どにつ い て修 得 す る。 グルー プ に よ る演 習 形式 で 行 う。 シ

ミュ レー シ ョ ン概 論 程 度 の知 識 や技 術 を前提 とす る。

(pS字 型成 長 シ ステ ム

〔2}S字 型 成 長 シス テ ムー 実 際 例へ の適 用 とそ の演 習

(3)遅 れ(Delay>を 伴 った シス テ ムの特 徴

伽 遅 れ(Delay)を 伴 った シス テムー 実 際 例へ の適 用 とその 演 留

樹 ベ ー シ ッ クフロー プ ロセ ス

16)企 業の期 間組織 別 モ デ リ ング

σ1実 際 の 企 業 ・業界 のモ デ リン グ とシ ミュ レー シ ョン

教科 壽=適 宜資 料 な どを配 付 す る。

評価 方法:レ ポー トに よ り行 う,,グ ルー プ成 果:40個 人成 果:60

資料 フ 城西国際大学経営情報学部のシラバス例

城西国際 大学経営情 報学部は経営情 報学科,国 際経営学科 と福祉環境情 報学科に分か

れている。経営情 報学科のなかに経営科学,計 算機科学,経 営情 報学,会 計学,経 営管

理論などの科目群に分類 され,経 営科学,意 思決定論,ビ ジネスデー タ分析1・Hは 経

営科学群に,ビ ジネス ・ゲームは経営管理論の科 目群に分類 されている,

留 意 点:最 大4名 か らな る グルー プ を構 成 して行 う、,

授 業科 目名 「ビジネス

(D授 業の狙 い

・ゲ ー ム」 〔期 間 ・単位 数 〕 後 期

〔担 当 者 〕 柴 田 総 一一

2単 位
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ビ ジ ネス ・ゲ ー ムは,ア メ リ カで 開発 され た経 営 者育 成 の た め の教育 方法 で

あ り,現 在,日 本 で も大企 業 を中心 に大 い に活 用 され て い る新 しい実 戦 的 な教

育 方 法 で あ る。 さて,皆 さん は,こ の ビジ ネス ・ゲー ムの 学習 にお い て,各 人

が社 長,製 造 ・販 売 ・財 務 ・調 査 な どの担 当役 員 と して,企 業経 営 を リア ルか

つ エ キサ イテ ングに模 擬 体 験 しなが ら,将 来 経営 者 に な るため に必 要 な知識 を

学 び,能 力 を身 につ けて い くの で あ る。実 践 演 習 中心 なの で,楽 し く学 ぶ こ と

が で きる。

② 授 業 の細 目 と順 序*印 は,実 践 演 習

第1回 〔経営 戦 略 シス テ ム〕 〔参 考 図書 ・指 定 図書 〕

・経営 理 念 と企 業 の社 会 的責 任 山城 章 「日本 的経 営論 」 丸 善

・経 営 戦略一 成 長戦 略 と利益 戦 略 ア ンゾ フ 「企業 戦略 論 」 産能 大

・ビジネス ・ゲームとは

*損 益計算書 と貸借対象表

第2回 〔意思決定プロセ ス〕

・経営戦略 目標の意思決定

・戦略代替案の組み立て方

*経 営 モデルの紹介(ル ール)

*株 主総会におけ る取締役 の選 出

第3回 〔組織戦略〕

・機能別組織 と事業別組織

・戦略的組織

藤 田 忠編 「経 営 シ ミュ レー シ ョン」

中央 経 済 社

宮 川公男 「意思決定の経済学」丸善

サ イヤー トマー チ 「企業 の行 動 理論 」

ダ イヤ モ ン ド社

チ ャ ン ドラー 「経 営 戦略 と組 織 」 実 業 の

日本

*業 界 記者 会 見(新 社長挨拶}新 経営理念 ・組織の発表,「 社是社訓」)

第4回 〔販 売戦 略 〕

・価 格 戦略 と販売 促 進 戦略

・需 要 予測 と購 買動 機 調査

*実 践 演 習(第1期 首の意思決定)

*業 界動 向

(第1期 末の各社の決算の公表)

コ トラー 「マ ー ケ テ ィ ング ・マ 不 シメ ン

ト」 プ レジデ ン ト社

宇野 政 雄 編 「最 新 マ ー ケテ ィ ング総 論 」

実教 出版



第5回 〔生 産 戦略 〕

・設備投 資 計 画 と回収 計 算

・生産 計 画 と操 業 度

*実 践 演 習(第2期 首の意思決定)

*業 界動 向

(第2期 末の各社の決算の公表)

第6回 〔財務 戦 略〕(資 金調達戦略)
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ア ルバ ッハ 「設備 投 資 計 画 と資 金 計 画」

ダ イヤ モ ン ド社

アベ グ レ ン 「ポ ー トフ ォリオ戦 略」

プ レ ジデ ン ト社

・資 金 調達 戦 略 と 自己資 本 充実 戦 略 桐 谷 維 「ポ ー トフ ォ リオ ・セ レク シ

・損 益 分岐 点 分析 の 活用
ヨ ン」 プ レジデ ン ト社

*実 践 演 習(第3期 首の意思決定)

*業 界動 向

(第3期 末の各社の決算の公表)

第7回 〔競争 戦 略 〕(成 熟期の生 き残 り作戦)

・経 営 資 源略 力 の 自皮 革分 析 ロ スチ ャ イル ド 「経 営戦 略 発 想法 」

・先 制 奇 襲 と集 中重 点 の 原則 ダイヤ モ ン ド社

・成熟 期 の差 別化 戦 略 と好 不 況 期 の適 応 戦 略

*実 践 演 習(第4期 首の意思決定)

*業 界動 向

(第4期 末の各社の決算の公表)

第8回 〔撤 退戦 略 〕

・プ ロ ダク ト ・ポー トフ ォ リオ戦 略

・不 採 算 事業合 理化 の決 断

*実 践 演 習(企 業の売却交渉)

第9回 〔寡 占化 戦 略 〕

・企 業 買収 戦 略

*実 践 演 習(第5期 首の意思決定)

*業 界動 向

(第5期 末の各社の決算の公表)

中村 元 一一「撤 退戦 略 の 実際 」HBJ

奥村 宏 「企業買収」岩波新書
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第10回 〔成功 戦 略〕

・事 例研 究(失 敗 した経営戦略)

・事 例研 究(成 功 した経営戦略)

*実 践 演 習(第6期 首の意思決定)

*業 界動 向

(第6期 末の各社の決算の公表)

戸 部 良 一一一 「失敗 の本 質」

ダ イヤ モ ン ド社

ビ グ ネル 「失敗 の シ ステ ム」 東洋 経 済新

報 社

第11回 〔企業の社会的責任 と業績評価〕

・収益性社会責任 と評価尺 度

・公益性 と公 共性社会責任

・業績総合指標 としての株価

*株 主総会(業 績検討会)

第12回 〔経営戦略の構想法〕

・積極経営 と堅実経営

・拡大成 長戦略 と質的充実戦略

山城 章 「経営正攻法」 ダイヤモ ン ド社

大前研 一・「成熟期 の成長戦略」プ レジデ

ン ト社

小林 薫 「海外企業の社是社 訓」JPC

・経営 の環 境 変化一 波動 の 読み 方一一

・経 営 戦略一 タイム リー な意思 決 定 一

大河 内暁男 「経営構想力」 東大出版会

アベ グレン 「経営戦略の構 図」東洋経済

占部都美 「日本経営 の神髄」経営図書

ポー ター 「グローバ ル企業の競争戦

略」 ダイアモ ン ド社

③ 成績 評 価

実 践 演 習 が 中 心 な の で,出 席 率 お よ び毎 回 の授 業 に お け る参 加 度(`践 能

力 ・発表内容など)を 再 重視 す る。

資料8滋 賀大経済学 部企業 経営 学科の シラバス例

滋 賀 大学 に は経 済学科,フ ァイナ ンス学 科,企 業経 営学 科,会 計情報 学 科,情 報管 理

学科,社 会 シス テム学科 が あ る。情 報管 理学 科 には数理 科学,経 営 情 報,情 報 基礎 の3

科 目群 に分か れてい る。数理 科学 の なか に,基 礎 数学1,オ ペ レー シ ョンズ ・リサ ー チ

(内容 は統 計学),意 思 決定 論,経 営 シ ステ ム論,数 理 科学 特殊 講義が あ る。 また,企 業
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経 営 学 科 の 科 月は マ ネ ジ メ ン ト,マ ネ ジ メ ン ト ・ポ リ シ ー,マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ン ス

の3科 目群 に 分 類 され,マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ン ス群 は マ ー ケ テ ィ ン グ論
,マ ー ケ テ ィ

ン グ ・リサ ー チ.国 際 経 営 論,多 国 籍 企 業 論 ,リ ス ク ・マ ネ ジ メ ン ト論,マ ネ ジ メ ン

ト ・サ イエ ン ス特 殊 講 義 に 分 類 され て い る.マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ン ス特 殊rift(1)の 講

義 概 要 は 以 ドの よ うに か な り実 践 的 色彩 の 強 い 内 容 で あ るC、

授 業 科 目名 「マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ン ス特 殊 講義 ほ)」

〔期 間 ・単位 数〕 集 中 講義2単 位

〔担 当教 官〕 田 中信 一二

◎ 授 業 の狙 い

経 済構 造 の急 激 な 変化 に よ りe企 業側 が 今 まで以Lに 即 戦 力の 人材 を大学 に

求 め る よ うに な って きた。 そ こでf企 業 の 実 務経 験 者 に よる経 営実 務 の 実 戦演

習 と講義 を 行 う。 実 際 の 企 業 にお け る経 営 実務 の 端 に触 れ る と共 に,企 業 内

の 業 務 内容 を把 握 す る こ とが 出来eか つ 企 業 にお いて 要求 され る能 力 を知 る こ

とが で きるU

② 授 業の概 要

講 師の 母体 企 業 購 師は剰 楽 会社のプラン トエ ンジニア リング部門に所属 してい

る)を ベ ー スに して,仮 想 的 な企 業空 間(企 業モデル として)を 用 意 す る。 そ の

仮想 企 業にお いて,新 製 品 開 発,プ ロ ジェ ック トの受 注,プ ロ ジェ ク トの推 進

業 務 等 の 具 体 的 な状 況 を設 定 す る,各 自経 営 者 な い し経 営 実 務 管 理 者 とな っ

て,経 営 計 画の 航案,新 製 品 開発 計 画 の策 定,プ ラ ン トの プ ロジ ェ ク トの管 理

業 務等 を シ ミュ レー シ ョン しなが ら,経 営 ヒ必 要 な管 理 業 務 につ い て実 務体 験

をす る。 本授 業 で は{一と して ミ ドルマ ネジ メ ン トレベ ル に焦 点 を置 いて,実 務

演習 を行 う。t'}一え られ た条 件,例 題 を もとに,実 際 に 開 発計 画 書の 作 成,プ ロ

ジ ェク トの コス トフ ロー,中 長期 にお け る経 営』計画 書 の作 成 等 を行 い }レ ポ ー

トと して提 出す る。 その レポ ー トを もとに,議 論 を行 い,実 際 の企 業 で の実 例

と照 ら し合 わせ て 評価 し,企 業 にお け る体 験 を講義 す る。 合 わせ て 企 業 にお け

る シ ミュ レ......ションの応 用例 を紹 介 し,簡 単な例 題 につ い て演 習 を行 う。 演 習

項 目は おお よそ 以下 の 通 り。
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・新 製 品 開発 計 画 業務

例 題 の新 製 品 につ いて 開発 計 画書 を作 成 し,市 場 にお け る販 売計 画 と利 益計

画 を たて る。 製 品 の 見積 も りを行 い,原 価 を求 め,販 売 価 格 を設定 す る。

・プ ロ ジ ェ ク トの 受注 決 定 業務

例 題 の プ ロ ジ ェ ク トにつ いて,種 々の 制約 条件 を設定 し,受 注 の 意思 決 定 を

す る

・プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジメ ン ト

例 題 の プ ロ ジ ェ ク トの遂 行 過 程 に お いて,予 算 管理,人 事管 理,工 程 管 理等

の管 理 業 務 を体験 す る。 例 題 につ い て予 算 設 定 を行 い,プ ロ ジ ェ ク トの流 れ の

中で,不 具合発 生 な どの状 況 変化 に対 して,予 算 管 理 を行 う。

・経営 状 況 分析 と中期 経 営 計 画

設 定 した業 種 にお け る同 業他 社 を含 め た経 営 情 報 を業界 新 聞や イ ンター 不 ッ

トーLから入手 し,経 営 状 況 の 分析 をす る。また 中期 的 な経 営 計画 書 を作 成 す る。

・シ ミュ レー シ ョン技 術 の応 用

在 庫 管 理,ス ケ ジュー リ ング等,企 業で 活 用 してい る シ ミュ レー シ ョンを紹

介 し,簡 単 な例 題 につ い てEXCEL/VBAを 使 って演 習 す る。

③ テ キス ト,教 材,参 考 書

演 習 の た め の プ リン ト教材 を用 意す る。 参 考書 につ い て は講義 の 前 まで に連

絡す る。

④ 成績 評 価 の 方法

各演 習 時の レポ._.,..ト提 出 と演 習結 果 の発表,議 論 の 内容 に よ り評 価す る。

⑤ 授 業 形 式 ・受 講 上の注 意

講義 にお い て は,そ れ ぞれ の演 習 テー マ につ い て,講 義 の 前半部 分 で例 題 を

紹 介 し,そ の例 題 を も とに 各 自実践 演 習 を行 う。 後 半部 分 で演 習 結果 につ い て

報 告 し,そ の 内容 につ い て 議 論 と評価 を行 う。 経 営 状 況 の 計算 や シ ミュ レー

シ ョ ンのた め,PC(MSExcel)が 利 用 で きる事・を履 修 の 条件 とす る
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資料9新 潟国際情報大学のシラバス例

多 くの大学の 中か ら,特 色ある教育 を提 供 して いる大学 と して,「新 潟国際情報 大

学」がある。その中から 『経営科学』に関連 したい くつかの科 目を掲載す るC,

科 目 「ビジネス ・モデル」1年 次後期授業 担 当者 竹並輝之

要 旨:情 報システムが活用 され る場 である組織体(企 業)の 活動 を理解す るこ

とを目的 とする。企業活動の 目的 を達成す るための機能 ,そ の機能が 具

体化 された組織 お よび組織間の情報の流れをモデ ル化 し,事 例 を用い

て業務 システムにおける人間の判断,組 織 内の意思決定の プロセス,情

報処理 システムの役割 などを理解す る、,業務の流れ図,伝 票,帳 簿な ど

を使 用 して業務 の実態 を実感す る。

内容1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

企業活動 とは

販売活動

販売 支援活動

演習1

生産活動川

生産活動(2)

技術活動

演習H

人事 ・労務活動

情報 システム

財務活動

経理活動

企業の組織

演習 皿

企 業 の 目的,仕 組 みR分 類

受注,仕 入 れ,納 品,売 上 げ

マ ー ケテ ィン グ,広 告 宣 伝,地 域 戦 略

販 売 モ デ ル

部 品展 開,資 材発 注

在庫 管 理,納 期管 理,工 程 管 理

設 計,研 究 開発,品 質 管理,IE

生 産 モ デ ル

人員 配 置,採 用,教 育

情 報化 進 展 モ デ ル

資 金調 達,金 利

損 益 計 算 書,貸 借 対照 表

ライ ン,ス タ ッフ

原 価 モ デ ル

科 目 「生産 企 画 と管 理 」3年 次後 期 授 業 担 当 者 山 口 直人

要 旨:有 名 な 「ビー ル ・ゲー ム」(生 産流通 ゲーム〉を用 い て,も の の流 れ と情

報 の 流 れ とい う生 産 シ ス テ ム の 全 体 を体 験 しなが ら理 解 す る と共 に,
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PLAN-一 一DO--SEEと い う経 営(計 画)の 基 本 サ イ クル の 理 念 や 広 い 意

味 で の 生 産 プ ロ セ ス に お け る 市場 調 査,製 品 企 画・ 製 造 ・ 販 売 ・ ア フ

ターサ ー ビ ス な どの 各 客 面 につ い て 説 明 す るUま た,全 社 的 品 質管 理

(TQC)に つ い て も触 れ るO

内容1ビ ー ルゲ ー ム とは

生 藍 システ ムの構 成 要 素

もの の流 れ と情 報 の 流 れ

ゲ ー ムの ルー ル

ゲー ムの 実施

2生 産 プ ロセ ス

市場 情 報 の収 集 ・分析

製 占占企1由i

製 品設 計 ・生 産 準備

生 産 ・生 産管 理

販 売 とア フ ターサ ー ヒ ス

3我 が 国 にお け る品 質管 理 の特 徴

科 目 「情 報 シ ステ ム演 習1」 は2年 次 前 期 の 演 習 科 目で ・12の プ ロ グ ラム が

用 意 され て い るが,「 経 営 科学 」 に 関す る もの を掲 載 す る。

NoA3「 需 要予 測 」=モ デ ルデ ー タの グラ フ化,数 式化,数 式 モ デ ル に よ

る需 要 」ケ測 の考 え方 を学 ぶ。

NoC1「 待 ち行 列 」:病 院 や銀 行 で の 「順 番待 ち」 の 問題 道路 の 交通 渋

滞 の 問 題,コ ンピュ ー ター ・シ ステ ムの情 報 フ ロー処 理性 能 問 題等

を扱 う 「待 ち行列 理論 」 を学 習 す る。

NoC2「 最 適化一 在庫 問題 」:論 理 的思 考の 入 門 と してf糸 釜済 や社 会 の

問題 を初 等 的 な数 式 で 表現 し,「B的 関 数」,「最 適 化 」 な どの 考 え

方 を使 って分 析 す る こ とを学 習 す る。 例 題 と して商 品 の在康 ・生 産

計 画(洋 文獅 崔定の場合)を 扱 う。
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NoC3「 確率 ・期待値」:経 済環境や 自然現象 な どの不確定 な状況 に対処

す る論理的思 考の基 本 と して,「 確 率」 と 「期待値」 の考 え方に よ

る分析 を学 習す る。例題 と して商品の在庫 ・生 産計 画 儒 要の見込

みが不確実な場合)を 扱 う。

科 目 「情 報 シ ステ ム 演 習2」 は2年 次 後 期 の演 習科 目で,12の プ ロ グ ラム が

用 意 されて い るが,「 経 営科 学 」 に関 す る もの を掲 載 す る。

NoC4「PERT・CPM」:大 規模 名 プ ロ ジ ェ ク トの 日程 を計 画 ・管 理 す る

手法 で あ る。PERT図 の 作 成 の仕 方,ク リテ ィカ ル パ ス の 求 め 方

等,プ ロ ジ ェ ク ト管理 へ の仕 方 を学 ぶ 。

NoC5「 線 型 計 画」:線 型 計 画 は制約 条 件 式 と目的 関数 が… 次 式 の最 も基

本 的 な数理 計 画法 で あ る。 そ れ を理 解 す る ため に,実 際 に小 型 モ デ

ル をつ くって コ ンピュー タに よって解 き,最 適解 を求 め る。 さ らに

最 適解 の まわ りの情 報 と して シャ ドー プ ラ イ スお よび感 度分 析 を行

う。

NoC6「 シ ミュ レー シ ョ ン」=解 析 的 な 方 法 で は解 決 困 難 な 問 題 に対 し

て,実 物 と等価 な数 学 的モ デ ル をつ くり,実 験 の よ うに..や っ てみ

る"方 法 で 問題 の解 を求 め る。 モ デ ル作 りや 計 算機 に よ る模擬 に よ

る体 験 的 問 題解 決 法 を学 ぶ 。

科 「1「 情 報 シ ステ ム演 習3」 は3年 次 前 期 の演 習 科 目で,12の プ ロ グ ラム が

用 意 され て い るが,経 営 科 学 に関す る もの を掲 載す る。

NoC7「 基本 的 な数学 モ デ ル」:対 象 とす る システ ム の性 質 を調 べ る ため

に,数 学 的 なモ デ ル を作 る。 原 因 と結 果の み に 着 目 し,そ れ らの 間

を結 ぶ 関 係 と して,比 例,微 分,積 分 の 関係 が 存 在 す る こ と,さ ら

に,そ れ らの 関係 の組 み 合 わせ に よ りモ デ ルを作 る こ とが で き る こ

とを体験 し,計 算機 に よ り実験 す る こ とを経験 す る。

NoC8「 グ ラ フ理 論 と応 用 」:ケ ー ニ ヒス ベ ル グの橋 の 問題 か ら出 発 し
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て,グ ラ フの概 略 を,さ らに,オ イ ラー グ ラ フやハ ミル トニ ア ン グ

ラ フ を学 習 し,巡 回セ ー ル スマ ン問題 とそ の意 味 を理 解 す る。 連結

行 列 な ど,行 列 とグ ラ フの 関係 か ら,行 列 へ の 興 味 を持 つ よ うにす

る。 出来 るだ け具体 的か つ,簡 単 な例 を用 い て,グ ラ フ理 論へ の興

味 を もつ よ うにす る。

科 目 「情 報 シス テ ム演 習4」 は4年 次 前期 に7つ の プ ロ グ ラ ム が 用 意 され て

い るが,経 営科 学 に関 す る もの を掲 載 す る。

NoC11「KJ法 お よび関連 技 法 」:日 本 人 が 開発 した方法 論 で あ るKJ法

につ い て,そ の思想,手 順 の概 要 を学 習 し,さ らにQFD,PDPC等

の 関連 す る 各種 の 発 想 支援 技 法,シ ス テ ム 分 析 ・表 現 技 法 に つ い

て,特 徴,活 用方 法 等 を比 較 す る。

注

1.こ の プ ロジ ェク トは グルー プ別 の研 究 会の他 に,以 ドに,示 す プ ロジェ ク トの 全

体 と しての研究 会(合 宿形 式)が2年 間に4回 開催 されて い る。

+r_}.成ll年7月29日 ,30日 第1rlllプ ロ ジ ェ ク ト研 究 会(神 奈 川 大 学 箱 根 保 養

所)

平成11年10月30C-1,31日 第2回 プ ロジ ェク ト研 究 会(専 修 大学 箱 根 セ ミナー

ハ ウス〉

'F成12年1月29日
,30日 第3回 プ ロジ ェ ク ト研 究 会(関 西学 院 大学 千苅 セ ミ

ナーハ ウス)

平成12年9月5日,6日 第4回 プロ ジ ェ ク ト研 究 会(文 教 大学 八 ケ 岳セ ミナ ー

ハ ウ ス)

この プ ロ ジェ ッ ク トの グ ルー プご との 中間報 告あ るい は研 究 成 果 の学 会 員へ の

フ ィー ドバ ックの ため,以 ドに示 す全 国研究 発 表大会お よび定例 の秋季 期研究 会 に

お いて,プ ロジ ェ ック トをベ ー スに した研 究発 表が 多数 行われ て きた。 同 じ く,年

2号 発 行 され る学 会 誌 にお いて も,続 々 とこのプ ロジ ェ ック トの研 究成 果 が発表 さ

れてい る。

平成11年6月4日,5日 第21回 全 国研究 発 表大 会(専 修大学)

平成12年6月9日,10日 第22回 全 国研 究 発表 大会(武 蔵L業 大学)
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なお,研 究組織(研 究代 表者 お よび研 究分担 者))は 臼 井 功(横 浜 国立 大学 〉,

飯 原慶 雄(東 洋 大学),内 野 明(専 修 大学),大 槻繁 雄(武 蔵1業 大学) ,高 萩 栄
一郎(専 修 大学)

,高 橋 裕(專 修 大学 〉,田 中伸 英(学 習 院 大 学),町 田欣 弥(駿

河台 大学),山 田 尭(防 衛医科 大学),百 海 正 ・(神 奈 川大学)で 構 成 され てい

る、,

2・ また,シ ラバ ス調査 と並行 して,北 岡iE敏(神 奈川 大学)お よびi=居 弘 元(国 際

キ リス ト教 大学)と 協 力 して,「 経 営科 学 」科 目を担 当 して い る大学 教 員 に対 す る

ア ンケー ト調査 を実 施 し,そ の結 果 を報告 書 と して 文部省 に提 出 して いる。
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